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第
20
回
統
一
地
方

選
の
前
半
戦
の
投
開

票
が
４
月
９
日
に
行

わ
れ
た
。

　

大
阪
府
知
事
選

は
現
職
で
大
阪
維
新
の
会
代
表
の
吉
村
洋
文
さ
ん

（
47
）
が
２
、
４
３
９
、
４
４
４
票
獲
得
で
当
選
。

　

落
選
者
は
５
人
。
谷
口
真
由
美
さ
ん（
48
、無
・
新
）

は
４
３
７
、
９
７
２
票
、
辰
巳
孝
太
郎
さ
ん
（
46
、

無
・
新
）
は
２
６
３
、
３
５
５
票
、
吉
野
敏
明
さ
ん

（
55
、
参
政
・
新
）
は
１
１
４
、
７
６
４
票
、
佐
藤

さ
や
か
さ
ん
（
34
、
政
女
・
新
）
は
３
２
、
４
５
９

票
、
稲
垣
秀
哉
さ
ん
（
53
、
諸
派
・
新
）
は
２
２
、
３

６
７
票
。

大阪維新の会大阪維新の会圧勝圧勝大阪府議選
大阪府知事選

吉村洋文知事

山下浩昭府議

広野瑞穂府議由井聖太府議

西野弘一府議
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桜
が
散
り
、
水
面
を
う
め
て
葉
桜
に

な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
落
ち

着
き
、マ
ス
ク
着
用
は
個
人
判
断
と
な
り
、

感
染
症
分
類
は
５
月
よ
り
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
並
み
だ
。

　

侍
ジ
ャ
パ
ン
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
（
ワ
ー
ル
ド
・

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
優
勝
の
興
奮
が

冷
め
止
ま
な
い
な
か
で
プ
ロ
野
球
が
開
幕
し
た
。

球
場
で
は
圧
縮
空
気
が
解
き
放
た
れ
た
か
の
よ
う

に
大
歓
声
が
こ
だ
ま
す
る
。
期

待
の
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
は
甲
子

園
の
開
幕
戦
で
連
敗
。
ト
ラ
は
元
気
の
源
だ
、「
ア

レ
」
し
か
な
い
。

　

４
年
ぶ
り
の
対
面
入
社
式
は
約
８
割
の
企
業
で

行
わ
れ
た
。
企
業
ト
ッ
プ
は
新
入
社
員
に
何
を
期

待
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。い
い
言
葉
に
出
合
っ
た
。

　
「
人
と
の
関
わ
り
に
好
奇
心
を
持
っ
て
、
考
え

を
広
げ
た
り
自
分
を
見
つ
め
た
り
し
て
ほ
し
い
」

（
ダ
イ
キ
ン
工
業
・
井
上
礼
之
会
長
）、「
硬
直
状

態
を
打
破
し
、
非
連
続
に
ア
イ
デ
ア
を
出
せ
る
の

は
若
者
の
強
み
、
未
来
を
妄
想
し
、
そ
こ
か
ら
逆

算
し
て
ど
ん
な
変
化
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
行

動
し
て
ほ
し
い
」（
村
田
製
作
所
・
中
島
規
巨
社

長
）、「
若
さ
と
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
性
の
強
み
が
あ

る
。
遠
慮
は
い
ら
な
い
。
職
場
の
先
輩
は
必
ず
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
し
て
く
れ
る
」（
オ
ム
ロ
ン
・

辻
永
順
太
社
長
）。

　

旅
立
ち
の
と
き
、
１
つ
の
言
葉
を
は
な
む
け
に

贈
る
。

　
「
随
所
作
主
立
処
皆
真
」（
随ず

い

所し
ょ
に
主し

ゅ
と
な
れ

ば
、立
つ
と
こ
ろ
皆み

な
、真し

ん
な
り
）。

意
味
は
、「
い
つ
ど
こ
に
い
て

も
、
主
体
的
に
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
今
い

る
そ
こ
が
、
あ
な
た
を
生
か
す
場
所
で
す
」。
臨

済
宗
の
開
祖
・
臨
済
の
言
葉
で
あ
る
（
臨
済
宗
黄

檗
禅
公
式
サ
イ
ト
）。

　

自
分
の
考
え
や
意
志
で
正
し
く
判
断
し
て
行
動

し
て
い
れ
ば
誰
か
が
認
め
て
く
れ
る
も
の
だ
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
見
つ
け
た
路
傍
の
ス
ミ
レ
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
の
わ
ず
か
な
割
れ
目
か
ら
毎

年
し
っ
か
り
と
き
れ
い
に
花
を
つ
け
て
い
る
。
野

性
の
強
さ
と
美
し
さ
を
思
う
。

晴耕雨読

い
つ
も
主
体
的
に

八
尾
自
動
車
教
習
所
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（
担
当
：
大
澤
）

大
阪
電
気
保
安
協
同
組
合

ま
か
し
て
安
心
・
安
全

高
圧
電
気
設
備
の
保
守
点
検
は

代
表
取
締
役
社
長　

七  

里  

和  

昭

ゴ
ル
フ
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ジ
オ

フ
リ
ア
ー
ド

株
式
会
社
藤
原
電
子
工
業
ゴ
ル
フ
事
業
部

八
尾
市
南
木
ノ
本
２―
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◆
３
６
５
日
利
用
可
能
（
午
前
５
時
〜
午
後
12
時
）

◆
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ク
オ
リ
テ
ィ
映
像

◆
世
界
170
以
上
の
有
名
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

◆
予
約
・
決
済
・
施
錠
ま
で
ス
マ
ホ
１
台
で
完
結

室
内
ゴ
ル
フ
練
習
場

TEL 072 - 991- 3927

逃げるんだ・登るんだ

津波による人的被害を
ゼロにしたい

平成27年度大阪府　中小企業新商品購入制度の認定商品

避難階段の決定版  簡易設置式くさり階段

NPO法人 災害避難研究所
                           （理事長 松茂良興治）
〒578-0932　東大阪市玉串町東 2-5-39
TEL 072-925-3450　FAX 072-922-9653
MOB 090-1020-2682

八
尾
市
議
選（
定
数
26
人
）

八
尾
市
長
選

東
大
阪
市

柏
原
市
・
藤
井
寺
市

ウクライナのアイデンティティ
ウクライナ避難民に「情報」伝える

毎月第１・３土曜日の19時30分（再放送は第２・４水曜日14時）

https://www.jcbasimul.com
提供：日本ウクライナ文化交流協会

FMちゃお（79.２MHz）

インターネット
でも

聞けます

西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
所
作
り
の
た
め
の

寄
付
の
お
願
い

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
多
く
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
が
国
内
外
で
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
戦
争
が
長
引
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

に
よ
り
国
外
に
避
難
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
次
々
と
母

国
へ
帰
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
当
協
会
で
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ド
ブ
ロ
ダ
ー

リ
と
協
力
し
、
比
較
的
安
全
な
西
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
避
難

所
を
作
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
を
募
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
２
―
９
２
６
―
５
１
３
４

銀
行
口
座
三
井
住
友
銀
行
・
八
尾
支
店

（
普
）２
０
１
２
７
４
６　
名
義
：
日
本
ウ
ク
ラ
イ
ナ
文
化
交
流
協
会

大
阪
府
議
選
（
中
河
内
）

大
阪
府
知
事
選

八尾市安中町 8－5－38
T E L 072－999－3871
FAX 072－999－3874

お蔭様で50周年

出
版
し
ま
せ
ん
か

072-926-5134
株式
会社

読
し
、
そ
の
後
、
ク
ラ
ス

か
ら
の
意
見
に
応
答
し
た
。

　

週
に
一
度
、
作
文
を
書

く
た
め
に
は
材
料
が
必
要

と
な
る
。「
遠
足
に
行
っ

た
。
楽
し
か
っ
た
」
で
は

作
文
に
な
ら
な
い
。
遠
足

の
日
の
天
気
、
草
花
の
様

子
、
友
人
の
笑
顔
、
移
動

の
際
の
会
話
な
ど
の
材
料

が
必
要
だ
。
自
ず
と
観
察

す
る
習
慣
と
力
が
身
に
つ

く
。
も
ち
ろ
ん
文
章
力
は

確
実
に
向
上
す
る
。
作
文

教
育
が
１
年
ほ
ど
経
過
し

た
頃
だ
ろ
う
か
。
作
品
の

す
べ
て
を
文
集
に
し
よ
う

と
い
う
意
見
が
出
た
。
こ

の
文
集
は
「
コ
リ
ー
」
と

命
名
さ
れ
た
。
児
童
の
力

作
の
結
晶
体
で
あ
る
。

　

大
手
新
聞
社
が
一
連
の

作
文
教
育
に
注
目
し
、「
作

文
先
生
」
と
題
す
る
記
事

が
掲
載
さ
れ
た
。
社
会
か

ら
の
注
目
を
集
め
た
「
作

文
先
生
」
で
あ
っ
た
が
、

職
員
室
内
で
は
「
妬
み
、

嫉
み
、
嫉
妬
」
が
渦
巻
く
。

露
骨
な
嫌
が
ら
せ
が
横
行

し
、「
作
文
先
生
」
の
居
場

所
は
な
く
な
っ
た
。
甚
大

な
る
人
材
損
失
で
あ
る
。

離
任
の
朝
、
全
児
童
の
前

で
校
舎
の
大
時
計
を
指
差

し
、「
時
計
は

多
く
の
部
品

で
動
い
て
い

る
、
互
い
に
協
力
す
る
こ

と
が
大
切
だ
」
と
の
言
葉

を
残
し
、「
作
文
先
生
」
は

荒
川
小
学
校
を
去
っ
て
い

っ
た
。
ほ
く
そ
笑
む
教
師

が
い
た
こ
と
を
見
逃
が
さ

な
か
っ
た
。
教
師
が
切
磋

琢
磨
し
て
児
童
、
生
徒
を

指
導
し
て
い
く
こ
と
が
何

よ
り
も
重
要
で
あ
る
。
こ

の
過
程
を
な
く
し
て
義
務

教
育
は
改
善
さ
れ
な
い
。

　

東
大
阪
市
立
俊
徳
中
学

校
に
進
学
し
た
当
時
、
東

大
阪
市
立
日
新
高
等
学
校

が
隣
接
し
て
い
た
。
手
狭

だ
っ
た
が
、
間
も
な
く
日

新
高
等
学
校
は
移
転
、
中

学
生
で
独
占
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
荒
川
小
学
校

の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
ぼ
全
員

が
俊
徳
中
学
校
に
進
学
す

る
。
他
の
小
学
校
の
児
童

は
俊
徳
中
学
校
に
は
進
学

し
な
い
た
め
、
純
粋
培
養

さ
れ
て
い
く
特
性
が
あ
っ

た
。
小
学
１
年
生
の
と
き

に
６
ク
ラ
ス
編
成
だ
っ
た

が
、
中
学
３
年
生
の
と
き

に
は
４
ク
ラ
ス
に
減
少
し

て
い
た
。
卒
業
式
の
当
日
、

卒
業
生
代
表
と
し
て
答
辞

を
読
ん
だ
。
難
渋
し
て
書

き
上
げ
、
そ
れ
を
祖
母
が

墨
字
で
清
書
し
て
く
れ
た
。

祖
母
の
形
見
と
な
っ
て
い

る
。
今
で
も
中
学
校
内
に

こ
の
答
辞
は
保
管
さ
れ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

あ
る
日
、
仕
事
の
合
間
、

久
し
ぶ
り
に
布
施
、
俊
徳

道
界
隈
を
歩
い
て
み
た
。

荒
川
小
学
校
の
前
ま
で
行

く
と
、
元
気
な
児
童
の
声

が
聞
こ
え
て
き
た
。
教
室

に
は
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

俊
徳
中
学
校
へ
と
行
く
と

愕
然
と
し
た
。
俊
徳
中
学

校
か
ら
布
施
中
学
校
に
校

名
が
変
わ
っ
て
い
た
。
母

校
は
な
く
な
っ
た
が
、
数

え
切
れ
な
い
思
い
出
は
頭

に
残
っ
て
い
る
。

荒
川
小
学
校
も
布
施
中

学
校
も
建
物
は
更
新
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
。
50
年

前
と
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

東
大
阪
市
長
、
お
願
い

で
す
。
新
し
い
校
舎
を
建

て
て
く
だ
さ
い
。
児
童
、

生
徒
が
不
憫
で
す
。
重
ね

て
お
願
い
し
ま
す
。

じ
け
ず
強
い
子
」
に
育
つ

こ
と
が
で
き
て
い
る
。

　

今
で
も
印
象
に
残
る
先

生
が
い
る
。
１
年
生
と
２

年
生
の
担
任
で
あ
る
。
こ

の
先
生
は
ク
ラ
ス
を
４
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
月
曜
日
、
火
曜
日
、

木
曜
日
、
金
曜
日
の
放
課

後
、
週
に
１
回
の
ペ
ー
ス

で
作
文
を
書
か
せ
た
。
そ

の
翌
朝
、
１
人
の
作
文
を

印
刷
し
て
、
ク
ラ
ス
で
紹

介
、
披
露
し
た
。
選
ば
れ

た
児
童
は
教
室
の
前
で
朗

　

進
修
第
２
幼
稚
園
で
２

年
間
を
過
ご
し
た
後
、
東

大
阪
市
立
荒
川
小
学
校
に

進
ん
だ
。
そ
の
当
時
、
校

舎
は
ま
だ
木
造
だ
っ
た
。

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
校

舎
へ
の
建
て
替
え
に
伴
い
、

プ
レ
ハ
ブ
の
仮
設
校
舎
で

授
業
を
受
け
た
。
夏
場
は

水
流
で
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
の

屋
根
を
冷
や
し
た
。
荒
川

小
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
元
気
で
明
る
く
、
く
じ
け

ず
強
い
子
」
で
あ
る
。
真

新
し
い
鉄
筋
の
校
舎
屋
上

に
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
看
板
が

掲
げ
ら
れ
た
。
こ
の
キ
ャ

ッ
チ
コ
ピ
ー
の
お
陰
で「
く

5050
年
前
と
変
わ
ら
ぬ
校
舎

年
前
と
変
わ
ら
ぬ
校
舎

大
阪
商
業
大
学
総
合
経
営
学
部
教
授

経
済
学
博
士
中
津
孝
司

２
０
２
３
年

世
界
の
動
き

風
を
読
む
51

　

中
河
内
（
東
大
阪
市
、八
尾
市
、柏
原
市
・
藤
井
寺
市
）

の
大
阪
府
議
選
は
大
阪
維
新
の
会
が
圧
勝
し
た
。

　

東
大
阪
市
の
当
選
者
は
、
西
野
弘
一
さ
ん
（
54
、

維
新
・
現
）
６
４
、
４
６
４
票
、
山
下
浩
昭
さ
ん

（
62
、
公
明
・
現
）
３
１
、
９
９
５
票
、
広
野
瑞
穂

さ
ん
（
57
、
維
新
・
現
）
２
８
、
３
１
９
票
、
由
井

聖
太
さ
ん
（
39
、
自
民
・
新
）
２
０
、５
６
４
票
。

　

落
選
者
は
内
海
公
仁
さ
ん
（
66
、
共
産
・
現
）
１

９
、１
３
６
票
、上
妻
敬
二
さ
ん（
64
、無
・
新
）２
、３

０
３
票
。

　

八
尾
市
の
当
選
者
は
前
田
洋
輔
さ
ん
（
41
、維
新
・

現
）
５
２
、６
１
０
票
、堀
川
裕
子
さ
ん
（
50
、公
明
・

新
）
２
３
、６
３
２
票
。

　

落
選
者
は
小
松
久
さ
ん

（
65
、共
産
・
元
）
１
２
、９

３
８
票
、
梅
田
匡
さ
ん

（
57
、
無
・
新
）
９
、５
３

０
票
。

　

柏
原
市
・
藤
井
寺
市
は

中
谷
恭
典
さ
ん
（
69
、維
新
・

現
）
が
無
投
票
当
選
し
た
。

福祉現場の声を市政に
税理士・行政書士としての目線で
将来に責任が持てる社会に

３
つ
の
信
念

まさや

し
ば
た
に
匡哉誕生日  1968（昭和43）年 4 月30日生 54歳

学　歴  神戸大学 大学院 経済学研究科 修了
職　歴  大阪府議会議員（2011 ～ 15 年）／社会福祉法人  明寿会 副理事長
　　　  税理士法人 アクトパートナーズ（共同代表税理士）
資　格   税理士・行政書士・社会福祉士・介護福祉士・介護支援専門員
著　書  施設長たいへんです、すぐ来てください ! 認知症「介護現場」の事件簿

無所属だからこそできる ! 皆さんのご意見をトスレートに反映した施策を実現できます。

福祉と税の
プロフェッショナルを八尾の市政へ !

八
尾
市
議
会
議
員
候
補

無
所
属
税
理
士

社
会
福
祉
士

「選択と集中」で限られた財源を有効に活用し、
将来にツケを残さない財政改革に不撓不屈の
精紳で取り組みます !

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

即戦力 知識・経験・実績はトップクラスしばたにの

情熱と行動力 !

http://www.shibatani.com しばたに 検索

ど
な
た
で
も
お
会
い
し
ま
す

と
も
に
八
尾
の
未
来
を

　
　
　

  

創
り
ま
し
ょ
う

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
34
年
八
尾
市
恩
智
生
ま
れ
　龍
谷
大
学
卒
業

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
修
了
（
公
共
政
策
修
士
課
程
）

八
尾
市
議
会
議
員（
２
期
）

畑
中
いっせい
八尾市議会議員候補

八尾には誠太
が必要!

田
中
誠
太
たなかせいた

八尾市長候補

前八尾市長

誠太
せいたせいた

私はカジノに反対!私はカジノに反対!

命を守る

人が育つ

人が
活躍する

人と
つながる

健康に
生きる

まちの
機能を
高める

次の時代の
自治体経営

市民とともに
八尾のまちを
愛する

セ
イ
タ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

せいたせいた

連
合
大
阪
・
連
合
河
内
地
域
協
議
会

連
合
八
尾
柏
原
地
区
協
議
会
推
薦

　　　　　　　　　　　  私は今まで投票に行かなかった、いわゆる“無関心層”でした。日本の歴史・お金
の仕組み・世界情勢などの勉強を始め、この生きづらさは、個人だけの問題ではない事を知り、政治は自分
の生活に直結しているんだと痛感しました。政治が自分の生活に欠かせないものだと知ったものの、心の底か
ら応援したい候補者がいない。それに嘆き、諦め、文句を言うのではなく、自分が矢面に立とうと思いました。
同じ立場にならないと、見えてこない世界や事実があると思ったからです。
　　　　　　 戦後、焼け野原となった日本。復興の為、必死に働き経済成長を遂げ、今や世界一の対外純資
産を持つようになりました。間違いなく、先人の方々が自らの命を削り、この国を守り抜いてきてくれたか
らこそ、今の私たちの生活があると思っています。時は令和。インフラは整い、いつでもどこでも食事が出
来るようになり、何でも安価で買える時代になりました。物質的には何不自由なく本当に便利に生きやすく
なったその一方で、年々増加している問題が沢山あるのも事実です。医療が進歩しているにも関わらず増え
続ける病氣や要介護・認知症。働けど不安が消えず、給料は上がらないのに、物価は上がる一方。子どもの不
登校・虐待・貧困・いじめ・自殺の増加。経済面や健康面の不安がいっぱいで、生き甲斐を持てない老後。不妊・
流 産・妊娠中や出産後のうつ。人に迷惑をかけない子どもが良しとされる間違った社会的風潮。環境破壊は
進み、汚れた海の影響や漁業の方法で魚は減り、山は荒れ、動植物や虫たちが居場所を失くし、崩れる自然の
生態系。安価で手に入る商品の裏側には、強制労働・児童労働や動物虐待等で犠牲になる命。こんな未来を
望んだ訳じゃないはずです。物質社会はもう限界を迎えています。
　　　　　　　　　　　　　　　　 どの政治家の政策も良い事しか書いていないので、全て良く見えます。
本当にその手段がベストか。そこに財源を使う為に削られるものは何か。もっと急務が他にはないのか。等、
分からない事だらけの政治。良い事も悪い事も、忖度なしに教えてほしいです。今の政治は読み解き方が必
要だったり、情報開示を求めたりと、無理矢理にでも情報を取りに行かないと知る術がありません。政治を
知ることへのハードルが高すぎるのが現状です。「ちゃんと知っていたら反対したのに」あるいは、「賛成し
たのに」と思う事も多いです。政党や業界の忖度や癒着を抜きにして、事実をありのままに伝えたい。八尾市
はこういう思いでこんな市政を目指しているとみんなが話せるようにします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 民主主義は多数決で決めるものと思っている人が多いですが、そ
れは少数派を切り捨てている事になっています。真の民主主義とは、様々な意見を持った者同士が話し合い、
一方を切り捨てる事なく折り合いをつける事です。今の議会は自分の意見を押し通し、相手の意見を跳ね除
けるというやり方になっています。A 案か B 案ではなく、A 案と B 案から C 案を生み出すこと。“誰一人排
除しない市政”を最高目標とし、その目標に向かって官民連携して議論する。そこに、しがらみは一切必要
ありません。

立候補のきっかけ

民主主義のあり方を再確認する

事実をありのままに伝える

問題提起

山
口
ほ
な
み

生
き
た
い
社
会
は

自
分
で
つ
く
れ
る
無
所
属

推薦団体

八
尾
市
長
候
補

八尾市議会議員選挙及び八尾市長選挙
投 票 日　４月23日（日） ７時00分～20時00分

① 八尾市役所　本館1階　市民ロビー
　投票期間 ： 4月17日（月）～4月22日（土）
　投票時間 ： 8時30分～20時00分

③ 山本コミュニティセンター5階　会議室
　投票期間 ： 4月20日（木）～4月22日（土）
　投票時間 ： 9時00分～19時00分

② 龍華コミュニティセンター2階　会議室
　投票期間 ： 4月20日（木）～4月22日（土）
　投票時間 ： 9時00分～19時00分

◎期日前投票について

八尾市選挙管理委員会

堀川裕子府議中谷恭典府議

八
尾
市

前田洋輔府議

　

八
尾
市
長
選
は
現
職
の

大
松
け
い
す
け
が
２
選
に

臨
む
。
前
八
尾
市
長
の
田

中
誠
太
が
乾け

ん

坤こ
ん

一い
っ

擲て
き
の
大

勝
負
に
出
る
。
若
い
人
が

政
治
に
目
を
向
け
て
欲
し

い
と
山
口
ほ
な
み
が
子
連

れ
で
街
頭
演
説
を
行
う
。

　

届
出
順
は
、
大
松
け

い
す
け
（
53
）
維
新
現

（
維
新
公
認
）、
田
中
誠
太

（
66
）
無
前
（
連
合
推
薦
）、

ま
の
く
ぼ
民
子
（
74
）
無

新
（
共
産
推
薦
）、
山
口

ほ
な
み
（
32
）
無
新
（
参

政
推
薦
）。

参
新
、
ふ
く
な
が
美
智
子

（
60
）
公
新
、
ま
え
ぞ
の

正
昭
（
53
）
公
現
、
田
中

ゆ
う
こ
（
50
）
共
現
、
お

ち
妙
子
（
70
）
共
現
、
西

田
な
お
み
（
61
）
公
現
、

坂
本
な
お
ゆ
き
（
48
）

維
現
、
ま
す
い
ま
さ
み

（
58
）
維
現
、
い
か
た
淳

治
（
43
）
維
現
、
田
中
し

ん
じ
（
48
）
維
現
、
竹
田

た
か
し
（
53
）
無
現
、
つ

ゆ
は
ら
行
隆
（
41
）
無
現
、

木
村
ケ
ン
ジ
（
39
）
維

新
、
い
お
い
真
二
（
55
）

公
現
、
谷
口
し
ょ
う
や

（
28
）
無
新
、
田
中
ひ
さ

お
（
63
）
自
現
、
山
中
ひ

ろ
し
（
44
）
無
現
、
村
上

と
し
か
ず
（
53
）
無
新
。

【
敬
称
略
】

　

八
尾
市
議
選
に
は
33
人

八尾市長候補

八
尾
市
議
候
補

届
け
出
順
は
次
の
通
り
。

　

吉
村
た
く
や
（
34
）

無
現
、
し
ば
た
に
匡
哉

（
54
）
無
新
、
畑
中
い
っ

せ
い
（
63
）
自
現
、
亀
井

ア
ツ
シ
（
46
）
無
新
、
み

な
か
た
武
（
49
）
公
現
、

松
田
の
り
ゆ
き
（
42
）
自

現
、
谷
沢
ち
か
子
（
74
）

共
現
、
松
本
つ
よ
し

（
47
）
維
現
、
す
お
う
賢

一
（
52
）
共
新
、
稲
森
ひ

ろ
き
（
37
）
維
現
、
か
げ

や
ま
和
香
（
39
）
維
新
、

西
川
あ
り
（
61
）
立
現
、

お
く
だ
信
宏
（
58
）
維
現
、

内
藤
こ
う
い
ち
（
48
）
共

新
、
い
ば
裕
一
郎
（
40
）

自
新
、
川
上
ま
い
（
38
）

八
尾
市
長
選

八
尾
市
長
選 
八
尾
市
議
選

八
尾
市
議
選 

告
示
告
示
投
開
票
は

４
月
23
日

　

第
20
回
統
一
地
方
選
の
後
半
戦
が
始
ま

り
、
４
月
16
日
に
八
尾
市
長
選
お
よ
び
八

尾
市
議
選
が
告
示
さ
れ
た
。

　

投
開
票
は
４
月
23
日
。

が
出
馬
し
た（
定
数
26
人
）。



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 令和５年４月１７日（月）

子
育
て
エ
ッ
セ
ー
⑰

自
分
自
身
の
成
長
を
見
せ
る
こ
と

Ｂ
Ｙ
Ｂ
Ｓ
非
認
知
能
力
育
児
コ
ー
チ

東
口
る
み

　

農
地
法
の
改
正
の
話
を
耳
に
し
た
。
私
は
国
の
施
策

と
は
全
く
違
う
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る
た
め
全
く
ピ

ン
ト
外
れ
の
政
策
に
し
か
見
え
な
い
。
基
本
的
に
既
存

農
業
の
延
長
線
上
で
は
何
も
変
わ
ら
な
い
と
思
う
。
最

近
、
農
業
を
始
め
て
い
る
人
は
自
然
農
法
に
目
を
向

け
て
い
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、

食
べ
物
の
安
全
性
、
経
済
合
理

性
を
考
え
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、農
地
を
取
得
す
る
に

は
専
業
で
従
事
す
る
こ
と
が
そ
も

そ
も
条
件
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、

週
末
農
業
を
模
索
し
て
い
る
人
は

農
地
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。も
と
も
と
日
本
は
自
然
農

法
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
っ
て
い
た
国

で
あ
る
の
に
、農
薬
に
頼
り
、輸
入

に
頼
る
施
策
を
し
て
き
て
い
る
。

自
然
農
法
で
あ
れ
ば
、週
末
農
法
で
食
べ
物
を
作
る
こ
と

が
可
能
と
な
る
こ
と
に
目
を
向
け
て
い
な
い
。

　

農
地
取
得
の
要
件
を
緩
和
し
て
い
る
と
は
い
う
も
の

の
大
前
提
は
同
じ
で
あ
る
。
種
の
権
利
を
守
る
目
的
の

種
苗
法
も
農
家
の
権
利
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る

が
、
本
来
農
業
は
金
儲
け
に
適
さ
な
い
。
食
べ
物
の
確

保
は
国
家
の
根
幹
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
経
済
合
理

性
を
い
れ
る
必
要
は
な
い
の
だ
。
経
済
合
理
性
だ
け
に

偏
る
と
自
給
自
足
率
は
下
が
る
と
い
う
こ
と
に
な
ぜ
気

が
つ
か
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

ロ
シ
ア
の
ダ
ー
チ
ャ
に
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
ほ
と

ん
ど
が
家
庭
菜
園
に
て
栽
培
さ

れ
る
。
つ
ま
り
、
お
金
が
な
く

て
も
食
え
る
の
だ
。
そ
こ
に
資

金
を
投
入
す
れ
ば
、
誰
も
が
兼

業
農
家
に
な
れ
る
。
こ
れ
は
農

業
従
事
者
を
増
や
す
こ
と
に
な

る
。
し
か
も
週
末
農
業
で
あ
る

た
め
自
然
農
法
と
な
る
。
安
全

な
食
べ
物
を
自
ら
で
作
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
偉
大
な
大
自
然
の

法
則
に
気
が
つ
く
こ
と
に
な
る
。

人
間
の
エ
ゴ
の
た
め
に
、
ど
れ

だ
け
大
自
然
の
循
環
社
会
を
壊
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
に
災
害
を
起
こ
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
自

然
農
法
を
す
る
と
、
な
ぜ
虫
が
増
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
か
ら
く
り
を
研
究
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

最
近
の
国
の
政
策
は
、
元
と
な
る
方
向
性
が
見
え
な

い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
よ
く
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

笑える笑える笑える
税金教室税金教室税金教室

40

税理士 上西　知

農地法の改正にもの申す

　

第
１
回　

鴻こ
う
の
い
け池
新し

ん

田で
ん

会か
い

所し
ょ

跡
と
両
替
商
鴻
池

話題の本
時代を読む

編集委員編集委員
石河亮平石河亮平

グ
ル
族
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド

な
ど
に
対
し
て
も
国
連
の

機
能
不
全
は
著
し
い
。
自

由
民
主
主
義
国
家
と
専

制
権
威
国
家
と
第
三
極

の
「
風
見
鶏
」
国
家
で
地

球
は
ほ
ぼ
３
分
さ
れ
て
い

る
。
国
内
で
は
、
春
闘
に

お
い
て
30
年
横
ば
い
の
賃

金
上
昇
率
が
上
向
く
か
と

注
目
さ
れ
て
い
る
。
４
月

に
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
が

発
足
、
異
次
元
少
子
化
対

策
は
従
来
の
一
時
的
バ
ラ

マ
キ
の
延
長
で
根
本
的
に

「
変
わ
ら
な
い
」。

　

初
版
が
１
９
８
０
年
だ

っ
た
ピ
ー
タ
ー
・
Ｆ
・
ド

ラ
ッ
カ
ー
の
「
乱
気
流
時

代
の
経
営
」
を
思
い
出
し

な
が
ら
本
稿
を
書
い
て
い

で
あ
る
。
主
な
著
書
「
企

業
変
革
力
」「
カ
モ
メ
に

な
っ
た
ペ
ン
ギ
ン
」
な
ど

が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
も
読
者
は
多

い
だ
ろ
う
。

　

執
筆
の
狙
い
に
つ
い

て
「
神
経
科
学
、
組
織

論
、
ビ
ジ
ネ
ス
史
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
論
な
ど
を
土

台
と
す
る
新
し
い
科
学
的

成
果
を
ど
の
よ
う
に
理
解

し
、
今
、
切
実
に
必
要
と

さ
れ
て
い
る
変
化
を
ど
の

よ
う
に
実
現
す
れ
ば
い
い

か
を
、
具
体
的
か
つ
実
用

的
な
形
で
示
す
こ
と
を
目

指
」
し
た
と
い
う
。
ネ
ッ

ト
フ
リ
ッ
ク
ス
や
ウ
ー
バ

ー
、
ク
ラ
フ
ト
・
ハ
イ
ン

ツ
、
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー
タ
ー

ズ
（
Ｇ
Ｅ
）
な
ど
を
検
証

す
る
。

　

本
書
は
「
序
論
」「
本

論
」「
結
論
」
の
３
部
で

構
成
し
、
全
11
章
の
各
論

か
ら
な
る
。
例
え
ば
、
序

論
の
「
新
し
い
〝
変
化
の

科
学
〞」
で
は
、「
ど
う
し

る
。
自
分
が
変
わ
れ
ば
、

周
り
も
変
わ
る
、
そ
し
て

組
織
も
変
わ
っ
て
い
き
、

会
社
も
社
会
も
変
わ
っ
た

も
の
だ
。

　

本
書
の
著
者
自
身
も
今

ま
で
の
理
論
を
現
在
の
不

確
実
で
激
し
い
変
化
に
応

じ
て
見
直
し
、
新
た
に
脳

科
学
の
知
見
な
ど
を
加
え

な
が
ら
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
）
時
代
の
企
業
変
革

論
に
し
た
と
い
う
。　

　

原
題「
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
」

よ
り
も
邦
題
の
「
組
織
は

な
ぜ
変
わ
れ
な
い
の
か
」

は
今
日
的
で
あ
り
刺
激
的

で
分
か
り
や
す
い
。
温
故

知
新
の
観
点
か
ら
も
読
み

た
い
書
だ
。

＊　

＊　

＊

　

著
者
は
１
９
７
２
年
か

ら
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ

ス
・
ス
ク
ー
ル
で
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
論
や
経
営
変
革

論
で
教
鞭
を
と
る
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
論
の
世
界
的
権

威
、
コ
ッ
タ
ー
名
誉
教
授

コ
ッ
タ
ー
教
授
が
た
ど
り
着
い
た
変
革
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社

定
価
１
、
９
８
０
円（
税
込
み
）

ジ
ョ
ン
・
Ｐ
・
コ
ッ
タ
ー
著

池
村
千
秋
訳

速4

で
追
い
つ
け
な
い
か
ら

な
の
か
。「
な
ぜ
変
わ
ら

な
い
の
か
」
と
問
い
、
嘆

く
人
向
け
の
話
題
の
書
で

あ
る
。

　

２
０
２
０
年
初
頭
か
ら

広
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
世
界
的
流
行
が

鎮
静
化
し
た
が
、
２
０
２

２
年
２
月
の
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
は
収

ま
る
気
配
が
な
い
。
ウ
イ

不死身の男100文字100文字
歴史小説歴史小説

作
家
・
株
式
会
社
レ
プ
 ト
ン
代
表
取
締
役

真
弓
創

　

役
人
が
一
揆
の
首
謀
者
の
懐
を

探
る
と
、
か
つ
て
大
塩
平
八
郎
が

発
し
た
檄
文
が
出
て
き
た
。

　
「
あ
や
つ
は
不
死
身
に
な
っ
た

な
」

　

大
塩
の
乱
は
１
日
で
鎮
圧
さ
れ

た
。
し
か
し
乱
の
後
、
全
国
で
一

揆
が
頻
発
。
大
塩
の
志
は
死
し
て

人
び
と
に
受
け
継
が
れ
た
の
だ
。

　

さ
て
、
補
欠
入
学
し

て
き
た
彼
は
、
３
年
進

級
ま
で
成
績
が
常

に
ク
ラ
ス
で
ト
ッ

プ
を
保
ち
ま
し

た
。
私
立
大
学
の

入
試
は
毎
年
２
月

に
始
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
前
年
の
９

月
頃
か
ら
が
受
験

勉
強
の
佳
境
期
で

す
。
あ
る
日
彼
が
私
の

所
に
や
っ
て
き
て
、「
先

の
が
９
時
を
過
ぎ
る
こ

と
に
も
な
り
、
学
校
警

備
の
関
係
か
ら
全
責
任

は
私
に
移
り
ま
す
。
つ

い
に
は
夕
食
の
弁
当
ま

で
あ
ら
か
じ
め
持
っ
て

く
る
始
末
で
す
。
教
室

に
行
っ
て
み
る
と
片
端

に
机
が
積
み
上
が
っ
て

そ
の
中
に
彼
が
い
る
の

で
す
。
周
り
を
か
こ
っ

た
彼
の
城
で
す
。

生
、
放
課
後
居
残
っ

て
い
い
で
す
か
」「
何

で
や
」「
家
で
の
勉

強
は
は
か
ど
ら
な

い
ん
で
す
」「
え
え

よ
」。

　

と
い
う
会
話
で

私
の
生
活
も
一
変

し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
も
彼
が
帰
る
ま

で
付
き
合
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
夜
７

時
頃
ま
で
で
あ
っ
た
も

牛のしっぽ牛のしっぽ Vol.19Vol.19

彼の城

10
章
「
よ
り
多
く
の
人

に
、
よ
り
多
く
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
せ

る
」
は
、
邦
題
の
テ
ー
マ

に
関
す
る
「
解
」
で
あ
る
。

「
組
織
が
難
し
い
状
況
に

陥
る
の
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
目

的
を
混
同
し
、
両
者
の
違

い（
詳
細
は
本
書
第
10
章
）

を
正
し
く
理
解
し
て
い
な

い
こ
と
」
に
原
因
が
あ
る

と
断
じ
る
。
こ
の
現
実
を

打
破
す
る
に
は
、
著
者
は

歴
史
的
に
見
て
１
５
０
年

の
「
比
較
的
新
し
い
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
恩
恵
」
を
受

け
入
れ
、
そ
こ
に
新
し
い

要
素
を
付
け
加
え
れ
ば
い

い
の
だ
と
い
う
。つ
ま
り
、

既
存
型
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
組

織
に
加
え
て
、
有
機
的
で

動
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型

組
織
を
併
存
さ
せ
れ
ば
い

度
が
揃
っ
て
高
く
な
け
れ

ば
併
存
は
難
し
い
。
そ
の

高
い
ハ
ー
ド
ル
を
の
り
越

え
て
い
く
の
が
リ
ー
ダ
ー

の
仕
事
で
あ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
で
あ
る
。
こ
の
二

重
系
統
に
挑
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｗ
Ｂ
Ｃ

（
ワ
ー
ル
ド
・
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
）
で

侍
ジ
ャ
パ
ン
は
７
戦
７
勝

で
全
勝
優
勝
し
た
が
、
こ

の
侍
ジ
ャ
パ
ン
こ
そ
が
デ

ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
の
活

用
者
と
思
う
の
だ
が
い
か

が
だ
ろ
う
か
。
本
書
を
読

み
Ｗ
Ｂ
Ｃ
を
観
戦
し
て
30

年
来
変
わ
る
こ
と
の
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
動
き
の
兆

し
を
感
じ
る
。

　

新
入
社
員
へ
の
研
修
図

書
と
し
て
推
薦
し
た
い
。

「
変
わ
っ
た
ね
！
」
と
早

く
言
わ
れ
た
い
も
の
だ
。

　
「
子
ど
も
を
成
長
さ
せ
る

た
め
に
一
番
効
果
的
な
方

法
は
何
で
す
か
？
」
と
聞

か
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
は
ず
ば
り
、
自
分

自
身
の
成
長
を
見
せ
る
こ

と
で
す
。

　

子
ど
も
を
変
え
よ
う
と

頑
張
っ
て
い
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
の
は
、
過
去
と

他
人
は
変
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
ら
で
す
。

て
変
わ
る
こ
と
が
難
し
い

の
か
、
ど
う
し
て
一
握
り

の
人
は
成
功
す
る
の
か
」

に
つ
い
て「
現
代
型
組
織
」

の
限
界
を
説
く
。

　
「
現
代
型
組
織
」
と
は

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
型
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
戦
略

実
行
、
少
人
数
の
エ
リ
ー

ト
に
よ
る
主
導
、
業
務
機

能
ご
と
の
組
織
の
縦
割
り

な
ど
の
特
性
を
持
つ
組
織

で
あ
る
。

　

変
化
の
対
応
に
は
著
者

が
提
唱
す
る
二
元
的
な
〝

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
〞、

要
約
す
れ
ば
「
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
プ
ロ
セ
ス
を
重
ん

じ
る
と
同
時
に
、
大
勢
の

人
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
」
が
不
可
欠
だ
と
主

張
す
る
。

　

最
後
に
「
結
論
」
の
第

　

し
か
し
、
親
が
成
長
し

た
こ
と
で
子
ど
も
に
与
え

た
影
響
の
変
化
で
自
然
と

子
ど
も
が
変
化
し
た
例
を

私
は
何
度
も
見
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
は
柔
軟
な
生

き
も
の
で
す
。

　

親
が
自
分
自
身
の
成
長

に
気
が
つ
き
、
日
々
の
親

子
会
話
の
中
で
、「
以
前
よ

り
も
〇
〇
が
う
ま
く
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
」
や

「
今
日
は
〇
〇
が
で
き
な

か
っ
た
け
ど
明
日
か
ら
工

夫
し
て
み
よ
う
と
思
う
」

な
ど
、
自
分
の
思
い
を
伝

え
て
い
け
ば
、
そ
れ
が
ひ

い
て
は
子
ど
も
自
ら
成
長

の
変
化
に
気
づ
け
る
き
っ

か
け
と
な
る
の
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
環
境
の
な

か
で
育
つ
こ
と
が
子
ど
も

の
成
長
を
促
す
一
番
効
果

的
な
方
法
で
あ
り
、
親
の

「
や
り
な
さ
い
」
の
言
葉
よ

り
も
数
百
倍
効
果
が
あ
る

の
で
す
。

　

輝
く
親
の
姿
を
見
る
と
、

子
ど
も
は
、
と
て
も
嬉
し

い
も
の
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

一
緒
に
日
々
の
出
来
事
を

シ
ェ
ア
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

多
く
の
企
業
で
新
年
度

と
と
も
に
入
社
式
が
行
わ

れ
た
。企
業
ト
ッ
プ
は「
発

想
の
転
換
」「
自
ら
を
変

革
」「
変
化
に
対
応
」「
挑

戦
と
変
革
」
な
ど
と
、
こ

こ
30
年
の
あ
い
だ
言
い
続

け
て
き
た
。
耳
に
タ
コ
が

で
き
る
ほ
ど
聞
い
た
。
結

果
は
変
わ
ら
な
い
。
情
報

時
代
に
お
け
る
変
化
の
ス

ピ
ー
ド
は
高
速

4

4

で
な
く
光4

組
織
は
な
ぜ
変
わ
れ
な
い
の
か

（
Ｋ
・
Ｎ
）

族
の
、
東
大
阪
に
お
け
る

新
田
経
営
の
拠
点
を
訪
問

し
よ
う
。
環
状
線
京
橋
駅

か
ら
学
研
都
市
線
に
乗
り

換
え
、
４
つ
目
の
駅
、
鴻

池
新
田
駅
で
下
車
し
て
東

に
数
分
歩
け
ば
「
鴻
池
新

田
会
所
跡
」
と
い
う
国
史

跡
・
国
重
要
文
化
財
が
あ

る
。
今
日
で
は
入
り
口
が

南
門
（
表
長
屋
門
）
し
か

な
く
、
１
万
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
を
半
周
し
、
南

門
を
潜
る
頃
に
は
10
分
近

く
歩
く
こ
と
に
な
る
。
中

に
「
本ほ

ん

屋や

」
と
言
わ
れ
る

会
所
の
中
心
的
建
物
の
他
、

「
米
蔵
」、「
道
具
蔵
」、「
文

書
蔵
」
等
の
建
物
が
往
時

の
ま
ま
に
復
元
さ
れ
、
庭

園
も
豪
壮
な
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
会
所
か
ら
東
に
延

び
る
一
帯
に
「
鴻
池
新

田
」
が
あ
っ
た
。
面
積
は

１
・
２
平
方
キ
ロ
だ
っ
た

と
も
、
２
平
方
キ
ロ
だ
っ

た
と
も
伝
わ
る
。
宝
永
元

年
（
１
７
０
４
年
）
の
大

和
川
付
け
替
え
に
よ
っ

て
、
干
上
が
っ
た
「
新
開

池
」
の
跡
地
を
幕
府
か
ら

購
入
し
た
の
が
大
和
屋
六

兵
衛
と
庄
屋
長
兵
衛
だ
っ

た
。
こ
の
両
名
か
ら
新
田

を
譲
り
受
け
た
の
が
、
大

坂
今
橋
の
両
替
商
（
今
の

銀
行
）、
鴻
池
で
あ
っ
た

と
い
う
訳
だ
。

　

鴻
池
の
先
祖
は
山や

ま

中な
か

鹿し
か
の

介す
け

幸ゆ
き

盛も
り

と
言
わ
れ
る
。
幸

盛
は
永
禄
９
年
（
１
５
６

６
年
）、
毛
利
に
滅
ぼ
さ

れ
た
主
家
尼あ

ま

子ご

再
興
の
た

め
、
浪
人
の
身
な
が
ら
織

田
家
に
与く

み

し
、
中
国
地
方

各
所
で
信
長
配
下
の
武
将

た
ち
の
毛
利
攻
め
を
助
け

た
。
し
か
し
天
正
６
年

（
１
５
７
８
年
）、
籠
城
し

た
上
月
城
が
織
田
方
の
支

援
の
な
い
ま
ま
落
城
し
、

尼
子
再
興
が
果
た
せ
ぬ
ま

ま
、
捕
虜
と
な
っ
た
後
に

殺
害
さ
れ
た
（
首
塚
が
鞆

の
浦
に
）。

　

幸
盛
の
子
、
新
六
幸
元

は
、
武
士
を
捨
て
、
摂
津

国
川
辺
郡
鴻
池
村
で
「
酒

造
業
」
を
始
め
た
。
偶
然

の
「
清
酒
の
発
明
」
が
当

た
っ
た
と
も
言
う
が
、
財

を
成
し
て
屋
号
を
鴻
池
と

し
た
。
大
坂
に
出
た
の
は

新
六
の
次
男
で
あ
り
、
新

六
の
８
男
の
正
成
の
時

に
、
初
代
鴻
池
善
右
衛
門

を
名
乗
り
、
今
橋
に
大お

お

店だ
な

を
構
え
て
両
替
商
を
始
め

た
。
鴻
池
新
田
を
開
発
す

る
の
は
３
代
目
鴻
池
善
右

衛
門
宗
利
で
あ
る
。

　

さ
て
復
元
さ
れ
た
会
所

の
掲
示
資
料
に
よ
れ
ば
、

会
所
は
新
田
か
ら
の
上
が

り
の
半
分
を
収
入
と
し
た

と
あ
る
。
因
み
に
享
保
２

年
（
１
７
１
６
年
）
の
会

所
の
収
入
は
現
在
価
値
で

６
億
８
千
万
円
、
そ
の
中

か
ら
幕
府
へ
の
年
貢
は
１

億
８
千
万
円
、
諸
経
費
を

差
し
引
い
て
も
、
４
億
２

千
万
円
の
剰
余
金
が
残
っ

た
。中
に
は
享
和
２
年（
１

８
０
２
年
）
の
よ
う
に
４

億
円
も
の
赤
字
を
出
す
飢

饉
の
年
も
あ
っ
た
。

　

鴻
池
は
徳
川
家
に
余
程

の
恩
を
感
じ
て
い
た
の
か
、

三
井
、三
菱
、安
田
、住
友
が

明
治
政
府
の
政
商
と
な
り
、

４
大
財
閥
と
な
っ
て
発
展

し
て
も
、
鴻
池
は
伯
爵
家

に
な
る
も
の
の
、
政
府
に

媚
び
る
政
商
に
は
な
ら
ず
、

金
融
業
に
専
念
し
た
。
明

治
10
年
（
１
８
７
７
年
）、

鴻
池
は
第
十
三
銀
行
を
経

て
鴻
池
銀
行
と
な
り
、
昭

和
８
年
（
１
９
３
３
年
）

他
２
行
と
合
併
し
て
「
三

和
銀
行
」
と
な
っ
た
。
三

和
銀
行
は
、
そ
の
後
も
銀

行
合
併
を
繰
り
返
し
、
今

の「
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」に
、

そ
の
命
脈
を
保
っ
て
い
る
。

　

過
去
の
歴
史
や
先
人
の

思
想
を
知
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
は
現
実
の
問
題
を

認
識
し
、
将
来
へ
の
道
を

探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
今
回
か
ら
大
阪
府

東
部
の
史
蹟
を
訪
ね
、
そ

こ
に
生
き
た
有
名
・
無
名

の
人
び
と
の
生
き
様
を
探

索
す
る
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
現
代
を
考
え
る
一
助
に

な
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
第
１
回
は
、
近
世
・

近
代
の
大
富
豪
、
鴻
池
一

霧
山
文
三
郎
（
作
家
・
歴
史
研
究
家
）

　

誰
も
が
「
輝
く
未
来
を

切
り
拓
き
、
夢
を
叶
え
幸

せ
な
人
生
を
送
り
た
い
」

と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な

い
。
豊
か
な
人
生
を
送
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
に
違

い
な
い
。
一
方
で
昨
今
、

卑
劣
極
ま
り
な
い
残
虐
な

事
件
が
多
発
し
て
い
る
。

高
度
経
済
成
長
を
謳
歌
で

き
た
昭
和
の
御
世
に
は
少

な
か
っ
た
社
会
現
象
で
あ

る
。
な
ぜ
か
。
人
生
の
視

座
を
見
失
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
。
人
生
の
目

的
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な

い
か
ら
で
は
な
い
か
。
本

書
は
「
夢
を
叶
え
幸
せ
に

生
き
る
」
た
め
の
「
法
則
」

を
説
く
。

　

本
書
は
第
１
章
「
人
生

の
座
標
軸
と
し
て
の
自
分

軸
」、
第
２
章
「
人
生
の

法
則
」、
第
３
章
「
恋
愛
」、

第
４
章
「
成
功
の
方
程
式
」

か
ら
編
成
さ
れ
る
。「
生
き

方
の
５
大
重
要
事
項
」
と

し
て
「
人
生
の
法
則
・
因

果
律
」、「
真

我
と
は
・
心

身
説
」、「
死

生
観
・
夢
、

志
の
確
立
」、

「
人
生
の
目

的
・
自
己
完
成
」、「
成
功

の
方
程
式
・
積
極
的
な
実

践
力
」
が
掲
げ
ら
れ
、「
成

功
・
幸
福
」
に
昇
華
し
て

い
く
と
解
説
さ
れ
る
。
健

康
な
心
身
に
幸
福
が
宿
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

だ
ろ
う
。

　

平
易
な
語
り
口
で
綴
ら

れ
て
い
る
の
で
、
苦
痛
を

感
じ
な
い
人
生
哲
学
書
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。「
人
生

は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
・
ゼ

ロ
」
だ
と
思
っ
て
い
た
が
、

筆
者
の
岩
崎
氏
に
よ
る
と

「
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
・
プ
ラ

ス
」
だ
と
い
う
。
勇
気
づ

け
ら
れ
た
。
ま
さ
に
「
世

の
た
め
人
の
た
め
」。
社
会

貢
献
に
勤
し
み
、
弱
者
に

手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を

心
が
け
れ
ば
、
自
ず
と
人

生
目
標
を
実
現
で
き
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

前
著
の
「
哲
学　

輝
く

未
来
を
拓
く
た
め
に
」（
幻

冬
舎
）
と
併
せ
て
読
み
た

い
必
読
の
書
で
あ
る
。

は
違
え
ど
、
地
域
の
子
ど

も
た
ち
は
「
み
な
兄
弟
」

と
し
て
育
て
て
い
こ
う

じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
思

い
か
ら
だ
と
、
阪
井
さ
ん

は
力
説
す
る
。

　

さ
て
「
公
式
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
」
と
「
遊
び
の

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
で
は
何

が
違
う
の
か
。
そ
れ
は
、

ル
ー
ル
が
あ
り
、
規
律
が

あ
り
、そ
れ
を
理
解
し
て
、

守
り
な
が
ら
、
あ
る
と
き

は
真
剣
に
、
あ
る
と
き
は

叫
び
な
が
ら
、
ボ
ー
ル
を

投
げ
る
瞬
間
と
、〝
チ
ー

ム
プ
レ
ー
〞
に
集
中
す
る

こ
と
だ
と
い
う
。
そ
の
中

で
子
供
た
ち
は
、
礼
儀
を

覚
え
、
技
や
知
識
を
仲
間

に
教
え
る
経
験
を
し
、
親

や
先
生
か
ら
教
え
ら
れ
る

だ
け
の
「
受
け
身
」
で
は

な
く
、
統
一
ル
ー
ル
に
込

め
ら
れ
た
「
自
主
性
」「
自

己
責
任
」「
向
上
心
」
を

意
識
す
る
。
そ
ん
な
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
に
関
わ
っ
て
ほ

し
い
と
阪
井
さ
ん
は
願
っ

て
い
る
の
だ
。

　

４
月
２
日
に
は
、
チ
ー

ム
主
催
の
「
公
式
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル　

親
子
体
験
会
」

と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
、
総
勢
約
60
人
の
参
加

者
を
集
め
て
盛
況
に
開
催

し
た
。
そ
の
な
か
で
、
実

際
に
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
母

親
が
「
高
安
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

の
お
か
げ
で
子
ど
も
が
成

長
し
た
」
と
い
う
体
験
談

を
発
表
し
た
の
が
印
象
的

だ
っ
た
。

　

阪
井
さ
ん
は
、
こ
の

チ
ー
ム
を
率
い
て
今
期
で

23
年
に
な
る
と
い
う
。「
そ

ん
な
に
続
け
て
こ
ら
れ
た

秘
訣
は
何
で
す
か
」
と
の

問
い
に
、
爽
や
か
に
答
え

て
く
れ
た
。「
子
ど
も
た
ち

と
触
れ
合
う
の
が
楽
し
い

ん
で
す
よ
。
や
っ
ぱ
り
楽

し
い
か
ら
、
今
ま
で
や
っ

て
こ
ら
れ
ま
し
た
ね
」
と
。

　

チ
ー
ム
結
成
20
周
年
に

は
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
で
資
金
を
募
り
、

そ
の
資
金
で
記
念
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
製
作
す
る
こ

と
で
、子
ど
も
た
ち
に「
感

謝
と
恩
送
り
」
の
大
切
さ

を
教
え
た
と
い
う
阪
井
さ

ん
。
今
回
の
親
子
イ
ベ
ン

ト
開
催
等
、
そ
の
企
画
力

や
行
動
力
に
脱
帽
だ
。

　

公
式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
を

通
し
て
、
八
尾
地
域
の
み

な
ら
ず
、
関
西
を
、
ニ
ッ

ポ
ン
を
、
元
気
に
し
て
い

く
阪
井
さ
ん
を
応
援
し
た

い
。
高
安
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

は
、
基
本
的
に
毎
週
土
曜

日
の
13
時
か
ら
、
旧
中
高

安
小
学
校
体
育
館
で
練
習

を
行
っ
て
い
る
。

　

詳
細
は
、阪
井
さ
ん（
☎

０
８
０
―
１
４
０
９
―
８

３
０
１
）
へ
。

（
根
岸
健
太
郎
）

人
生
は
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
・
プ
ラ
ス

岩
崎
勇
・
四
海
雅
子
著
（
幻
冬
舎
）

人
生
の
法
則

大
阪
商
業
大
学
教
授
中
津
孝
司

い
。
こ
う
し
た
「
デ
ュ
ア

ル
・
シ
ス
テ
ム
は
あ
ら
ゆ

る
立
場
の
人
た
ち
が
社
内

の
役
職
や
階
層
に
関
係
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
人
た
ち
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

す
る
妨
げ
に
な
る
要
素
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
適
応
力
を
生
み

出
す
文
化
が
あ
る
企
業
ほ

ど
、
大
勢
の
人
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
引
き
出
せ
て

い
る
可
能
性
が
高
い
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
の
在
り
方
を

実
現
で
き
て
い
る
企
業
は

非
常
に
少
な
い
」
と
も
指

摘
す
る
。

　

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム

は
理
想
的
だ
と
い
う
見
方

も
あ
る
だ
ろ
う
。
い
わ
ゆ

る
関
係
者
の
知
的
レ
ベ
ル

が
均
一
に
高
く
、
ま
た
、

目
的
に
対
す
る
実
現
欲
求

鴻池新田会所本屋内部

鴻池新田会所庭園

鴻池新田会所内の楠樹

鴻池新田会所を北側から見る

域
。
緑
豊
か
な
環
境
で

育
っ
た
阪
井
さ
ん
は
、
当

地
で
家
族
を
持
ち
、
長
男

が
小
学
６
年
生
に
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
の
役
を
受
け
る
こ

と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。

　

阪
井
さ
ん
は
、
学
校
の

様
子
、
地
域
の
様
子
を
知

る
う
ち
に
、「
子
ど
も
た

ち
が
こ
の
地
域
か
ら
巣

立
っ
た
と
き
、
自
分
で
行

動
で
き
る
も
の
が
何
か
な

い
か
」
と
思
案
し
て
い
た

と
こ
ろ
、
知
人
か
ら
「
公

式
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
を
教

え
ら
れ
た
の
だ
。「
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
は
子
ど
も
の
と

き
に
遊
び
で
や
っ
て
い
た

け
ど
、
公
式
っ
て
何
？
」

と
首
を
か
し
げ
る
阪
井
さ

ん
だ
っ
た
が
、
詳
し
く
知

る
に
つ
れ
て

興
味
が
湧
い

て
い
き
、
先

述
の
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
チ
ー

ム
を
結
成
す

る
に
至
っ
た

の
だ
。「
ブ

ラ
ザ
ー
ズ
」

と
命
名
し
た

の
は
、
家
族

高安ブラザー
ズファンクラ
ブ ＬＩＮＥ公
式アカウント

ルールを説明する阪井忠夫さん

障
が
い
の
有
無
を
越
え
た

〝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル・コ
ン
テ
ン
ツ
〞づ
く
り

　
　
社
会
福
祉
法
人
視
覚
障
害
者
文
化
振
興
協
会

Ｊ
Ｂ
Ｓ
日
本
福
祉
放
送
理
事
長

川
越
利
信
さ　
　

ん

た
視
覚
障
が
い
者
向
け
ラ

ジ
オ
局
を
参
考
に
１
９
８

８
年
大
阪
で
視
覚
障
が
い

者
専
用
放
送
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　

大
阪
有
線
放
送
（
現
Ｕ

Ｓ
Ｅ
Ｎ
）
の
回
線
を
利
用

し
て
全
国
に
配
信
さ
れ
た

放
送
は
人
気
を
呼
び
、
２

年
後
に
は
リ
ス
ナ
ー
が
１

万
２
千
人
に
及
ん
だ
。
翌

年
に
は
東
京
に
ス
タ
ジ
オ

を
開
設
し
、
日
本
財
団
の

助
成
事
業
で
基
本
的
な
放

送
設
備
を
整
備
し
、
厚
労

省
の
認
可
を
受
け
社
会
福

祉
法
人
に
。

　

Ｊ
Ｂ
Ｓ
日
本
福
祉
放
送

の
事
業
名
で
新
た
に
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
の
放
送
局

は
１
９
９
５
年
１
月
に
発

生
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災

の
際
、
大
阪
の
ス
タ
ジ
オ

が
壊
滅
的
打
撃
を
受
け
る

な
か
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ

を
キ
ー
局
に
視
覚
障
が
い

者
の
安
否
確
認
や
そ
の
後

の
支
援
を
継
続
し
防
減
災

の
命
綱
と
な
っ
た
。

　

放
送
局
で
は
、
日
々
全

国
紙
の
朝
刊
・
夕
刊
の
記

事
を
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
み
な
さ
ん
が
ひ
と
つ
ひ

と
つ
読
み
上
げ
る
番
組

「
今
日
の
新
聞
」
を
中
心

と
し
て
、
視
覚
障
が
い
を

持
つ
キ
ャ
ス
タ
ー
ら
が
取

材
に
出
か
け
、
障
が
い
の

有
無
を
越
え
て
楽
し
め
る

番
組
づ
く
り
に
励
ん
で
い

る
。

　

し
か
し
、
財
政
は
厳
し

く
、
東
京
の
ス
タ
ジ
オ
を

閉
鎖
し
、
大
阪
の
ス
タ
ジ

オ
も
事
務
局
や
障
が
い
者

就
労
支
援
施
設
を
置
く
福

島
区
に
移
転
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
要
因
の
ひ
と
つ
に

広
報
力
の
乏
し
さ
が
あ

り
、川
越
理
事
長
は
現
在
、

支
援
者
ら
と
と
も
に
視
覚

障
が
い
者
が
求
め
る
必
要

な
情
報
伝
達
の
拡
充
と
と

も
に
、
障
が
い
の
有
無
を

越
え
て
「
み
ん
な
が
楽
し

め
る
」〝
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・

コ
ン
テ
ン
ツ
〞
づ
く
り
に

向
け
た
取
り
組
み
を
す
す

め
て
い
る
。

　

か
つ
て
数
十
社
の
地
方

紙
・
地
域
紙
が
割
拠
し
、

新
聞
小
説
か
ら
数
多
の
人

気
作
家
を
輩
出
し
た
大
阪

か
ら
、
福
祉
放
送
発
の
名

作
が
生
ま
れ
る
日
も
近

い
。

（
池
内
文
藏
）

　
「
く
ら
し
に
必
要
な
情
報
を
共
有
す
る
権
利
、

こ
こ
ろ
豊
か
に
生
き
る
た
め
文
化
・
芸
術
を
楽
し

む
権
利
に
格
差
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
話
す

の
は
、
日
本
で
唯
一
、
視
覚
障
が
い
者
向
け
の
ラ

ジ
オ
放
送
局
を
運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
視
覚

障
害
者
文
化
振
興
協
会
・
Ｊ
Ｂ
Ｓ
日
本
福
祉
放
送

の
川
越
利
信
理
事
長
（
79
）
＝
写
真
＝
だ
。

防
減
災
の
命
綱

　

自
身
も
右
目
を
失
明

し
、
左
目
も
弱
視
と
い
う

視
覚
障
が
い
者
の
立
場

で
、
点
字
図
書
館
に
勤
務

す
る
か
た
わ
ら
、
視
覚
障

が
い
者
の
た
め
の
情
報
発

信
拠
点
づ
く
り
に
奔
走
。

１
９
７
７
年
に
視
覚
障
害

者
文
化
振
興
協
会
を
設
立

し
、
ア
メ
リ
カ
で
視
察
し

　

小
学
生
時
代
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
に
親
し
ん
だ
人
は

多
い
だ
ろ
う
。
今
回
取
り

上
げ
る
の
は
、
八
尾
市
高

安
地
区
で
長
ら
く
小
学
生

を
対
象
と
し
た
公
式
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
高
安

ブ
ラ
ザ
ー
ズ
」
を
率
い
る

監
督
・
阪
井
忠
夫
さ
ん

（
59
）
だ
。

　

阪
井
さ
ん
は
東
大
阪
・

布
施
で
産
声
を
上
げ
、
２

歳
の
と
き
家
族
で
高
安
に

移
り
住
ん
だ
と
い
う
。
高

安
地
区
は
、
八
尾
市
の
中

で
も
山
手
の
中
山
間
地

公式ドッジボールで 　　
地域を ニッポンを元気に！

新連載

温
故
知
新

温
故
知
新

地
域
の
史
蹟
を
訪
ね
る

寄 稿

定価990円（税込み）
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ら
れ
、
そ
う
し
た
観
念
が

現
代
に
受
け
つ
が
れ
瀰び

漫ま
ん

し
て
い
る
よ
う
だ
。結
果
、

書
き
出
し
に
染
み
こ
ま
せ

ら
れ
る
切
り
出
し
の
姿
勢

や
高
揚
感
に
徐
々
に
水
を

差
し
て
―
。

　

で
は
、
臨
場
感
を
孕は

ら
ん

だ
「
起
」
を
復
活
さ
せ
る

の
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
そ
の
基
本
は
。

　

そ
れ
は
「
切
り
だ
す
」

た
び
に
、
そ
の
思
い
を
新

た
に
す
る
態
度
で
あ
る
。

ぼ
ん
や
り
で
あ
っ
て
も
、

そ
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
や

全
体
像
を
踏
ま
え
た
り
予

期
し
た
り
し
た
上
で
、
ま

ず
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら

が
効
果
的
か
、
あ
る
い
は

表
現
し
や
す
い
か
勘
考
し

　

起
承
転
結
の
元
と
さ
れ

る
漢
詩
を
振
り
か
え
っ
て

み
よ
う
。

　

王
維
の
あ
の
四
行
詩
、

そ
の
初
句
（「
渭
城
の
朝

雨　

軽
塵
を
浥
ほ
す
」）

だ
っ
て
、
当
時
は
斬
新
な

切
り
出
し
で
あ
っ
た
と
推

す
べ
き
で
あ
る
。「
西
の

か
た
関
所
を
出
て
し
ま
え

ば
」
文
化
は
つ
る
地
で
あ

り
、「
酒
を
飲
み
か
わ
す

友
は
い
る
は
ず
も
な
い
」

寂
寥
感
が
「
渭
城
」
を
際

だ
た
せ
て
い
る
。
ま
た
杜

甫
の
「
国
や
ぶ
れ
て
山
河

あ
り
」
と
来
れ
ば
尚
さ
ら

で
あ
る
こ
と
、
言
を
ま
た

な
い
。

　

詩
人
や
作
家
な
ら
、
自

身
や
鑑
賞
者
を
ぐ
い
と
そ

の
ス
テ
ー
ジ
へ
引
き
こ
も

う
と
す
る
表
現
へ
の
熱
い

思
い
が
た
ぎ
っ
て
い
る
と

て
口
火
を
切
る
わ
け
で
あ

る
。
そ
の
踏
ま
え
方
は
、

読
み
手
に
「
わ
く
わ
く
」

す
る
物
語
や
サ
ス
ペ
ン
ス

フ
ル
な
展
開
を
予
感
さ
せ

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
あ

な
た
が
物
書
き
の
卵
な

ら
、
何
を
お
い
て
も
こ
う

し
た
、
満
を
持
す
心
構
え

で
書
き
お
こ
そ
う
で
は
な

い
か
。

　

そ
し
て
、
そ
こ
に
作
者

の
文
体
の
発
露
が
期
待
で

き
よ
う
、
文
体
と
は
ま
こ

と
に
読
者
を
前
提
と
し
て

現
象
す
る
と
言
わ
ね
ば
な

る
ま
い
―
た
と
え
ば
初
期

清
張
、
藤
沢
周
平
ら
の
書

き
出
し
に
目
を
通
せ
ば
、

こ
の
こ
と
は
何
が
し
か
感

得
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
「
イ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
ス
・
レ
ス
」（「
物

ご
と
の
中
途
へ
」）
と
称

さ
れ
る
古
代
か
ら
の
技

法
。
こ
れ
を
私
は
、
ほ
か

の
と
こ
ろ
で
も
取
り
あ
げ

た
は
ず
だ
が
、
外
山
滋
比

古
さ
ん
の
著
作
「
自
分
史

作
法
」（
注
１
）
で
知
っ

た
こ
と
で
あ
る
。そ
れ
は
、

書
い
て
い
て
、
筆
が
乗
っ

た
辺
り
を
冒
頭
に
持
っ
て

来
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た

か
。
気
分
が
乗
っ
た
と
こ

ろ
を
書
き
出
し
と
す
る
わ

け
で
、
そ
れ
ま
で
に
草
し

た
何
行
か
何
ペ
ー
ジ
か
は

捨
て
る
か
、
書
き
な
お
し

て
後
回
し
に
す
る
の
で
あ

る
（
注
２
）。

　

さ
ら
に
踏
み
こ
め
ば
、

基
本
的
す
ぎ
て
抽
象
論
に

な
る
が
、
表
現
者
と
し
て

ど
ん
な
風
に
作
品
化
す
る

か
、
世
界
に
向
け
て
い
か

に
処
す
る
か
、
そ
の
意
識

こ
そ
が
「
起
」
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
の
だ

が
。

人
文
余
聞
文
筆
家

　
木
井
　
昭
一

死
者
の
手
の
ひ
ら
天
に
開
く

紅
色
の
陽  

キ
ー
ウ
俳
句
ク
ラ
ブ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
中
の
俳
句

文
筆
家

木
井　

昭
一

　

手
術
が
終
わ
っ
た
。
特

に
問
題
が
な
け
れ
ば
１
週

間
で
ア
ル
コ
ー
ル
の
摂
取

が
可
能
と
な
る
。
私
は
奈

良
漬
け
を
食
べ
た
だ
け
で

吐
き
気
が
す
る
体
質
で
、

こ
の
国
で
は
２
０
４
０
年

に
な
っ
て
も
ア
ル
コ
ー
ル

で
「
ハ
イ
」
に
な
る
こ
と

だ
け
が
優
遇
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
妬
ん
で
い
た
。

　

そ
ん
な
私
が
ア
ル
コ
ー

ル
処
理
能
力
を
大
幅
に
向

上
さ
せ
た
肝
臓
、
商
品
名

「
肝
単
く
ん
８
号
」
へ
の
置

換
手
術
を
決
め
た
の
は
当

然
だ
ろ
う
。「
肝
単
く
ん
」

は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
化

さ
れ
た
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト

（
大
量
生
産
）
の
臓
器
で
、

Ｘ
Ｓ
、
Ｓ
、
Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ

Ｌ
か
ら
サ
イ
ズ
を
選
び
、

約
２
週
間
か
け
て
免
疫
の

調
整
を
し
た
ら
、
日
帰
り

で
置
換
手
術
が
完
了
す
る
。

こ
の
他
に
も
、
運
動
を
す

る
人
の
た
め
の
強
化
心
肺

セ
ッ
ト
「
ス
タ

ミ
ナ
Ｍ
Ａ
Ｘ
」、

24
色
か
ら
好
き

な
瞳
の
色
を
選

べ
る
「
瞳
パ
レ

ッ
ト
」
が
マ
ス
プ
ロ
臓
器

と
し
て
人
気
だ
。

　

大
量
生
産
だ
か
ら
こ

そ
、
臓
器
の
値
段
が
下
が

り
、
我
々
一
般
人
に
も
手

が
出
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
。保
険
を
適
用
す
れ
ば
、

「
肝
単
く
ん
」
へ
の
置
換

は
高
く
な
い
（
安
い
新
車

の
半
額
程
度
で
で
き
て
し

ま
い
、
製
臓
企
業
の
ロ
ビ

イ
ン
グ
に
よ
り
、
私
は
ア

ル
コ
ー
ル
分
解
機
能
障
害

と
し
て
保
険
適
用
に
な
っ

た
）。

　

１
週
間
後
、
コ
ン
ビ
ニ

で
度
数
３
％
の
チ
ュ
ー
ハ

イ
を
買
い
、
自
宅
で
お
そ

る
お
そ
る
一
口
飲
む
。
お

い
し
い
。
爽
や
か
な
果
実

感
に
続
く
強
い
甘
味
、
そ

れ
を
ジ
ュ
ー
ス
に
は
な
い

苦
味
が
押
し
流
す
。２
口
、

３
口
と
続
き
、
記
憶
が
な

い
。

　
「
気
が
つ
き
ま
し
た
か
。

急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
で

運
ば
れ
て
き
ま
し
た
よ
」

声
が
響
く
が
、
脳
み
そ
の

代
わ
り
に
水
銀
が
詰
ま
っ

て
い
る
よ
う
だ
。

「
救
急
車
を
呼
べ

て
良
か
っ
た
で
す

ね
」
看
護
師
の
声

が
頭
を
抜
け
、
神

経
に
突
き
刺
さ
る
。
と
っ

さ
に
口
を
お
さ
え
る
と
、

す
か
さ
ず
看
護
師
は
ポ
リ

バ
ケ
ツ
を
差
し
出
し
た
。

胃
液
ば
か
り
が
出
て
き
て

喉
が
焼
け
た
。

　
「
特
別
な
体
質
の
よ
う

で
す
ね
。
例
え
ば
、『
肝

単
く
ん
』
を
よ
り
強
力
な

『
肝
勝
Ｖ
』
に
変
え
る
こ

と
で
対
処
で
き
ま
す
が
、

ア
ル
コ
ー
ル
を
ほ
ぼ
１
０

０
％
処
理
す
る
の
で
、
お

酒
を
飲
む
意
味
が
な
く
な

り
ま
す
よ
」

　

置
換
手
術
の
担
当
医
は

悪
び
れ
も
な
く
答
え
た
。

　
「
そ
れ
以
外
で
は
、
オ

ー
ダ
ー
メ
イ
ド
臓
器
に
な

り
ま
す
ね
。
費
用
聞
き
ま

す
？　

保
険
も
利
き
ま
せ

ん
が
」

　

帰
り
の
電
車
で
は
担
当

医
の
瞳
ば
か
り
思
い
出
し

た
。
マ
ス
プ
ロ
ダ
ク
ト
の

24
色
か
ら
は
選
べ
な
い
、

ラ
ピ
ス
ラ
ズ
リ
の
輝
き
に

似
た
ブ
ル
ー
だ
っ
た
。

小
説

大
量
生
産

中
森
臨
時
（
北
河
内
在
住
の
小
説
家
）

の
機
会
に
初
め
て
詣
で
た

南
洲
墓
地
に
眠
る
荘
内
藩

士
２
人
の
こ
と
を
知
り
、

大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
と

自
著
「
西
郷
隆
盛
伝
説
」

（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
）

の
冒
頭
に
―
。

　
〈
西
郷
に
殉
じ
た
若
者

が
い
た
こ
と
を
知
ら
な
か

っ
た
。
…
西
郷
南
洲
と
は

そ
れ
ほ
ど
に
魅
力
の
あ
る

人
物
だ
っ
た
の
か
と
い
う

思
い
と
と
も
に
、
同
郷
の

二
人
の
青
年
に
、
知
ら
な

く
て
申
し
わ
け
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
と
言
う
慚
愧
の

念
も
こ
み
上
げ
て
き
た
〉

　

明
治
維
新
の
前
の
薩
摩

藩
と
荘
内
藩
は
仇
敵
の
間

柄
で
あ
り
、慶
応
３
年（
１

８
６
７
年
）
に
荘
内
藩
が

江
戸
薩
摩
屋
敷
を
焼
き
討

ち
し
、
互
い
に
激
し
い
憎

悪
を
抱
い
て
い
た
で
し
ょ

う
。佐
高
氏
が
墓
前
で「
仇

敵
さ
え
も
魅
了
す
る
西

郷
」
と
、
万
感
の
思
い
を

こ
め
た
一
文
に
和
み
を
感

じ
ま
し
た
。

　

さ
て
、
西
郷
隆
盛
と
聖

書
を
調
べ
て
い
る
と
先
述

の
「
西
郷
隆
盛
伝
説
」
に

知
り
た
か
っ
た
記
述
が
あ

　

幕
末
の
知
識
人
や
若
き

志
士
た
ち
は
古
今
東
西
の

書
物
に
親
し
み
、
思
索
を

重
ね
て
自
ら
の
理
念
を
打

ち
立
て
て
い
ま
し
た
。
儒

教
の
「
天
人
合
一
思
想
」

や
佐
藤
一
斎
か
ら
影
響
を

受
け
た
西
郷
隆
盛
の
思
考

が
漢
訳
聖
書
と
出
合
い
、

人
類
普
遍
の
理
念
「
敬
天

愛
人
」
に
た
ど
り
着
い
た

の
は
自
然
の
流
れ
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
。

　

少
し
そ
れ
ま
す
。
山
形

県
酒
田
市
生
ま
れ
の
辛
口

コ
メ
ン
ト
で
有
名
な
経
済

評
論
家
・
佐
高
信
氏
の
西

郷
の
魅
力
に
つ
い
て
の
言

葉
は
印
象
的
で
す
。
講
演 読読

楽楽

帳帳 夢野悠人

書書書
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み
つ
け
た
と
い
う
証
言
も

あ
り
ま
す
か
ら
（
中
略
）

西
郷
は
キ
リ
ス
ト
教
を

「
や
み
く
も
に
拒
否
す
る
」

ど
こ
ろ
か
、
そ
の
世
界
に

惹
か
れ
て
い
た
か
ら
で
あ

る
。「
西
郷
南
洲
顕
彰
館

の
館
長
、
高
柳
毅
と
話
し

て
、
一
番
驚
い
た

の
は
、
西
郷
が
聖

書
を
読
ん
で
い
た

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
（
中

略
）「
敬
天
愛
人
」
の
思

想
は
儒
教
的
な
「
畏
天
愛

民
」（
い
て
ん
あ
い
み
ん
）

よ
り
は
る
か
に
キ
リ
ス
ト

教
的
真
理
に
近
い
、
と
注

釈
す
る
。
遺
訓
の
「
天
は

人
も
我
も
同
一
に
愛
し
給

う
故
に
我
を
愛
す
る
心
を

以
て
人
を
愛
す
る
な
り
」

に
、キ
リ
ス
ト
教
的
「
愛
」

の
エ
コ
ー
は
明
ら
か
だ
と

い
う
の
で
あ
る
〉

　

高
柳
毅
氏
は
、
こ
れ
に

つ
い
て
「
何
を
根
拠
に
」

な
ど
と
手
紙
や
電
話
で
の

抗
議
に
対
し
て
有
馬
藤
太

聞
書
「
私
の
明
治
維
新
」

（
上
野
一
郎
編
）
か
ら
次

の
証
言
を
引
い
て
い
ま
す

―
。

　
〈
あ
る
日
西
郷
先
生
を

訪
問
す
る
と
、「
日
本
も

…
お
い
お
い
西
洋
諸
国
と

交
際
せ
に
ゃ
な
ら
ん
よ
う

に
な
る
…
こ
の
本
は
そ
の

経
典
じ
ゃ
。
よ
く
み
て
お

く
が
よ
い
」
と
い
い
な
が

ら
、
二
冊
も
の
の
漢
文
の

書
物
を
貸
し
て
く
れ
た
」

（
43
参
照
）
と
い
う
。「
こ

れ
が
漢
訳
の
聖
書
だ
っ

た
。
…
西
洋
文
化
の
本
質

は
耶
蘇
教
に
あ
る
と
見
抜

い
て
、
西
郷
は
禁
教
の
教

典
を
読
ん
で
い
た
の
で
あ

る
」〉

聖
書
で
学
ん
だ
西
洋
文
化

私
家
版

わ
か
り
や
す
い
文
章
の
書
き
方

〜
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
で
文
章
上
手
に
な
れ
る
〜

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー  

内
田　

治
著　

定
価
１
、６
５
０
円
（
税
込
み
）

　

由
比
ケ
浜
に
沈
む
陽ひ

が
、
旋
回
す
る
烏か

ら
す

の
群
れ
を
影
絵
に
し
て
い
る
。浜
辺
に
は
、

先
頃
起
き
た
連れ

ん

署し
ょ

・
北
条
時と

き

村む
ら

一
族
殺
害

事
件
（
嘉か

元げ
ん

の
乱
）
の
実
行
犯
ら
の
首く

び級

が
晒
さ
れ
て
い
る
。
事
件
の
影
響
に
よ
り

二
カ
月
遅
れ
で
鎌
倉
入
り
し
た
楠
木
正ま

さ
と
お遠

一
行
は
、
若
宮
大
路
の
下
馬
札
前
に
馬
を

繋
ぎ
、
挨
拶
の
た
め
、
小
町
の
長
崎
館
を

訪
れ
た
が
、
首
謀
者
と
し
て
討
ち
取
ら
れ

た
北
条
宗む

ね

方か
た

に
代
わ
り
得
宗
家
被
官
の
筆

頭
「
内な

い

管か
ん

領れ
い

」
に
就
任
し
た
当
主
・
長
崎

左
衛
門
尉
盛も

り
む
ね宗
は
留
守
で
あ
っ
た
。
表
門

脇
で
正
遠
ら
に
詫
び
る
家
人
の
背
後
を
端

正
な
顔
立
ち
の
若
者
が
郎
党
を
引
き
連
れ

一
瞥
も
せ
ず
通
り
過
ぎ
て
ゆ
く
。
家
人
が
慌
て
て
「
三

郎
さ
ま
」
と
駆
け
寄
り
正
遠
ら
の
遠
路
来
着
を
告
げ
る

が
、
か
れ
は
「
急
ぎ
じ
ゃ
」
と
吐
き
棄
て
宵
の
街
に
消

え
て
行
っ
た
。
正
遠
の
背
後
で
従
弟
の
神
宮
寺
太
郎
正ま

さ

師も
ろ

が
「
無
礼
な
」
と
気
色
ば
む
。
や
が
て
そ
の
無
礼
者

を
追
い
掛
け
る
よ
う
に
二
つ
の
酒
瓶
を
抱
え
て
出
て
来

た
ふ
て
ぶ
て
し
い
面
構
え
の
少
年
が
正
遠
の
直
垂
の
菊

水
紋
を
み
て
「
あ
っ
」
と
驚
い
た
顔
で
丁
重
に
頭
を
下

げ
た
。

　

再
訪
を
告
げ
、
馬
を
返
す
。
化け

わ
い
ざ
か

粧
坂
方
面
と
の
分
岐

路
を
前
に
、
正
遠
は
正
師
ら
を
館
に
帰
し
、
自
ら
は
極

楽
寺
坂
方
面
へ
と
馬
を
進
め
た
。
二
年
前
ま
で
在
京
し

て
い
た
普ふ

恩お
ん

寺じ

流
・
北
条
基も

と

時と
き

を
訪
ね
る
た
め
だ
。
こ

と
し
二
十
歳
に
な
る
基
時
は
、
執
権
・
連
署
に
連
な
る

六
波
羅
探
題
北
方
（
上
席
）
と
い
う
高
位
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
河
内
の
い
ち

地じ
と
う頭
職し

き

に
過
ぎ
な
い
正

遠
に
懐
き
、
楠
木
の
郎

党
に
交
じ
っ
て
京
の
市

中
を
巡
察
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
。

　

正
遠
の
傍
に
は
近
江

の
石
部
宿
か
ら
合
流
し

た
柘つ

げ植
五
郎
以
下
数
名

の
伊
賀
者
が
付
き
従
う

の
み
で
あ
る
。
由
比
ケ

浜
を
見
下
ろ
す
丘
に
建

つ
「
和
田
塚
」
に
手
を

合
わ
せ
な
が
ら
正
遠
の

脳
裏
に
美
濃
の
奥
地
か

ら
観
心
寺
に
招
い
た
瀧り

ゅ
う

覚か
く

こ
と
和
田
小
太
郎
朝と

も

正ま
さ

と
、
か
れ
に
託
し
た
楠
木
党

の
若
者
た
ち
、そ
し
て
一
子
多た

聞も
ん

丸ま
る

の
顔
が
浮
か
ん
だ
。

こ
の
勤
め
が
終
わ
れ
ば
、
元
服
さ
せ
る
予
定
だ
。
極
楽

寺
坂
方
面
か
ら
駆
け
て
き
た
伊
賀
者
の
ひ
と
り
が
「
普

恩
寺
ど
の
数
日
御
不
在
の
由よ

し

」
と
告
げ
る
。
基
時
も
今

や
評
定
衆
だ
。「
大
儀
」
と
告
げ
、
正
遠
は
再
度
馬
首

を
返
し
た
。

　

楠
木
氏
の
鎌
倉
館
は
、
市
街
地
か
ら
一
里
ほ
ど
離
れ

た
梶か

じ
わ
ら原
に
あ
る
。
先
行
し
て
清
掃
や
炊
事
を
終
え
正
遠

の
帰
り
を
待
っ
て
い
た
三
十
名
ほ
ど
の
郎
党
・
小
者
ら

に
遠
慮
な
く
ゆ
っ
く
り
飲
み
食
い
す
る
よ
う
命
じ
、
か

れ
は
ひ
と
り
奥
に
消
え
た
。
背
丈
ほ
ど
の
雑
草
が
生
い

茂
る
渡
り
廊
下
の
向
こ
う
に
、
古
び
て
は
い
る
が
京
風

の
匂
い
を
残
す
離
れ
が
あ
り
、
在
勤
の
あ
い
だ
か
れ
は

こ
こ
を
居
室
に
す
る
。
襖
を
開
け
放
つ
と
、
初
夏
の
心

地
よ
い
夜
風
が
鼻
腔
を
か
す
め
た
。
手
枕
で
う
つ
ら
う

つ
ら
し
て
い
る
と
「
お
館
様
」
と
呼
ぶ
声
と
共
に
、
音

も
な
く
庭
先
に
片
膝
つ
い
た
柘
植
五
郎
の
眼
が
明
ら
か

に
動
揺
し
て
い
る
。

　

か
れ
の
背
後
の
草く

さ

叢む
ら

に
人
影
。
殺
気
は
な
い
。

　
「
弥や

し
ろ
う

四
郎
。
お
れ
だ
、
三
郎
だ
」

　

草
を
掻
き
分
け
、
甲
高
い
声
と
共
に
階

き
ざ
は
し

を
上
が
っ

て
来
た
商
人
風
情
の
中
年
男
が
満
面
の
笑
み
の
ま
ま
階

下
の
五
郎
に
「
ご
苦
労
、下
が
っ
て
休
め
」
と
告
げ
る
。

正
遠
は
記
憶
の
糸
を
手
繰
り
寄
せ
「
三
郎
…
い
や
長
崎

ど
の
」
と
頭
を
下
げ
た
。「
三
郎
」
は
そ
れ
を
制
し
な

が
ら
着
座
し
、「
先
ほ
ど
は
、倅
ど
も
が
ご
無
礼
致
し
た
」

と
丁
重
に
手
を
つ
い
た
。

　

―
長
崎
左
衛
門
尉
盛
宗
―

　

か
れ
は
「
詫
び
の
つ
も
り
で
忍
ん
で
来
た
。
許
せ
」

と
腰
に
括
り
付
け
た
酒
瓶
を
掲
げ
、
懐
か
ら
二
枚
の

土か
わ
ら
け器
を
取
り
出
し
正
遠
に
勧
め
な
が
ら
懐
紙
の
上
に
由

比
ケ
浜
辺
り
で
調
達
し
て
来
た
肴さ

か
な

を
置
き
「
烏
に
突
か

れ
て
は
お
ら
ぬ
」
と
悪
戯
っ
ぽ
く
笑
っ
た
。
酒
が
注
が

れ
、
二
人
一
献
干
す
。

　
「
長
崎
ど
の
、
内
管
領
ご
就
任
…
」
土
器
を
傍
ら
に

置
き
、
改
め
て
祝
意
を
述
べ
よ
う
と
し
た
正
遠
を
盛
宗

は
再
び
制
し
な
が
ら
「
い
や
い
や
、
気
苦
労
ば
か
り
じ

ゃ
、
評
定
が
長
引
い
て
の
、
時
村
ど
の
の
次
は
、
順
当

に
ゆ
く
と
普
恩
寺
ど
の
な
の
じ
ゃ
が
、
此こ

度た
び

の
功
か
ら

大お
さ
ら
ぎ仏
ど
の
（
北
条
宗む

ね
の
ぶ宣
）
を
推
す
声
も
多
う
て
の
」

　
「
大
仏
ど
の
」
と
は
「
得
宗
」
北
条
義
時
の
異
母
弟

に
当
た
る
時と

き
ふ
さ房
を
祖
と
す
る
一
族
で
、
鎌
倉
大
仏
付
近

に
館
を
構
え
る
こ
と
か
ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
た
。
時
房

は
承
久
の
乱
の
折
、
義
時
嫡
男
の
泰や

す

時と
き

と
共
に
京
に
攻

め
上
っ
て
後
鳥
羽
院
ら
を
配
流
せ
し
め
た
後
、
朝
廷
及

び
西
国
御
家
人
を
統
括
す
る
た
め
「
六
波
羅
探
題
」
を

設
立
。
そ
の
南
方
（
次
席
）
に
就
任
し
、
泰
時
が
三
代

執
権
に
就
い
た
後
は
、
連
署
と
し
て
支
え
た
。
だ
が
、

時
房
以
降
か
れ
の
一
族
は
粛
清
に
次
ぐ
粛
清
の
時
代
の

な
か
息
を
潜
め
、
陽
の
目
を
み
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

結
局
現
得
宗
・
貞さ

だ

時と
き

の
決
済
に
よ
っ
て
宗
宣
が
連
署
に

決
ま
っ
た
の
だ
が
、
退
庁
の
挨
拶
に
赴
い
た
盛
宗
に
貞

時
は
「
讃さ

ぬ

岐き

が
来
て
お
る
。
余
は
疲
れ
た
」
と
相
伴
を

命
じ
た
。

　
「
讃
岐
」
と
は
、
足
利
讃
岐
守
貞さ

だ

氏う
じ

の
こ
と
で
あ
る
。

か
れ
は
嫡
男
・
三
郎
（
後
の
足
利
高た

か
よ
し義
）
を
同
伴
し
て

い
る
ら
し
く
、
盛
宗
も
小
町
の
館
に
使
い
を
出
し
自
ら

の
嫡
男
・
三
郎
（
後
の
長
崎
高た

か
す
け資
）
と
、
そ
の
異
母
弟
・

五
郎
（
後
の
長
崎
高た

か
さ
だ貞
）
を
呼
び
寄
せ
た
。
一
刻
ば
か

り
の
宴
の
間
、
貞
氏
に

酒
肴
を
勧
め
な
が
ら
盛

宗
は
五
郎
の
持
参
し
た

水
を
飲
み
続
け
た
。「
源

氏
の
嫡
流
」
と
御
家
人

ら
が
敬
称
す
る
足
利

に
、
内
管
領
と
し
て
隙

を
見
せ
る
訳
に
は
い
か

な
い
。

　
「
そ
う
で
し
た
か
。

い
や
、
お
察
し
申
す
長

崎
ど
の
」
と
飲
み
そ
び

れ
た
酒
を
注
ぐ
正
遠
に

　
「
長
崎
ど
の
は
や
め

よ
。
三
郎
で
よ
い
、
の

う
、お
れ
た
ち
兄
弟
み

た
い
な
も
の
よ
」と
遠
い
目
を
す
る
盛
宗
。

　

ふ
た
り
は
、
駿
河
国
入
江
荘
（
現
在
の
静
岡
市
清
水

区
）
の
隣
り
合
っ
た
地
で
、
と
も
に
得
宗
被
官
の
家
の

子
と
し
て
育
ち
、
荘
内
を
曲
流
す
る
巴
川
で
魚
を
獲

り
、
駿
河
湾
で
泳
ぎ
、
荘
を
統
括
す
る
吉き

っ
か
わ川
氏
の
館
で

勉
学
に
武
芸
に
励
ん
だ
。
吉
川
氏
の
館
に
鎮
座
す
る
名

刀
「
狐き

つ
ね

ヶが

崎さ
き

丸ま
る

」
は
、
幕
府
草
創
期
に
活
躍
し
な
が
ら

も
多
く
の
御
家
人
に
弾
劾
さ
れ
、
こ
の
地
に
落
ち
て
来

た
梶か

じ
わ
ら
の
か
げ

原
景
時と

き

と
そ
の
一
族
を
斬
っ
た
一ひ

と

振ふ
り

で
、
若
者
ら

は
そ
の
戦
を
模
し
て
「
吉
川
方
」
と
「
梶
原
方
」
に
分

か
れ
て
戦
の
稽
古
を
し
た
。

　
「
弥
四
郎
は
い
つ
も
梶
原
方
だ
っ
た
の
、
そ
れ
で
こ

の
地
に
館
か
…
。
お
れ
は
何
も
か
も
覚
え
て
お
る
。
ど

ん
な
娘
が
好
き
か
も
」

　

盛
宗
は
昔
か
ら
酒
に
弱
い
。

　
「
の
う
弥
四
郎
…
一
年
と
言
わ
ず
、
鎌
倉
に
お
っ
て

く
れ
」
と
真
剣
な
眼
差
し
の
「
三
郎
」
に
頭
を
振
る
「
弥

四
郎
」。

　
「
明
日
ま
た
御
所
じ
ゃ
」
と
残
念
そ
う
に
席

を
立
ち
な
が
ら
盛
宗
は
「
お
主
の
好
き
な
活い

き

の

よ
い
魚
を
届
け
さ
せ
た
」と
告
げ
階
を
降
り
る
。

　

濡
縁
に
は
い
つ
の
間
に
か
薄
桃
色
の
小
袖
を

着
た
年
の
頃
十
五
、六
の
娘
が
着
座
し
て
い
た
。

　
「
ま
た
来
る
ぞ
、
き
ょ
う
だ
い
」
草
叢
の
向

こ
う
で
愉
快
そ
う
に
叫
ぶ
旧ふ

る

き
友
。

　
「
き
ょ
う
だ
い
…
か
」
と
呟つ

ぶ
や

く
正
遠
を
上
目

遣
い
で
娘
が
み
る
。

　
「
そ
な
た
、
名
は
な
ん
と
…
」

　

野
犬
の
咆ほ

う
こ
う哮
が
、
夜
を
告
げ
て
い
る
。

次
々
号（
５
月
15
日
付
）に
つ
づ
く
悪党の風貌

2031
楠木正成
挙兵700年
作
　
池
内
文
藏

題
字
　
大
東
　
守

2031
楠木正成
挙兵700年

か

お

佐高信著
「西郷隆盛伝説」
角川ソフィア文庫

連載小説連載小説 其ノ肆其ノ肆

り
ま
し
た

―
。

　
〈
内
村

鑑
三
の
、

西
郷
の
魂

の
中
に
キ

リ
ス
ト
と

同
じ
魂
を

想
像
し
て
み
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
―
た
ぎ
っ
た
あ
ま

り
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
詩

人
た
ち
で
あ
れ
ば
詩
神
に

憑
依
さ
れ
て「
ム
ー
サ
よ
、

語
れ
」
と
吟
じ
は
じ
め
た

の
だ
ろ
う
。

　

そ
れ
が
ど
う
だ
、
今
や

「
起
」
の
臨
場
感
が
薄
ま

り
、
い
つ
の
ま
に
か
平
凡

な
序
奏
の
よ
う
な
、
落
語

で
い
う
枕
並
み
の
軽
い
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
で
は
な
い
か
。

　

そ
の
見
の
が
せ
な
い
起

因
の
一
つ
は
、
頼
山
陽
の

作
と
伝
え
ら
れ
る
「
糸
屋

の
娘
」
の
俗
謡
だ
と
私
は

見
当
を
つ
け
て
い
る
。
姉

は
何
歳
、
妹
は
幾
つ
、
と

の
承
句
を
持
つ
端
唄
の
第

一
句
の
せ
い
で
は
な
い
か

と
。
状
況
や
人
物
を
提
示

し
て
い
る
だ
け
と
見
う
け

寄 稿

　

文
章
を
書
く

の
は
お
も
し
ろ
い
。
次
号

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
と

の
返
事
に
嬉
し
く
な
る
。

そ
れ
で
は
と
思
い
を
書
き

始
め
る
が
最
後
は
「
か
つ

お
節
」
だ
。
削
り
に
削
り

ま
く
る
。

　

米
国
発
の
対
話
型
Ａ
Ｉ

「
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
」
が

話
題
を
集
め
て
い
る
。
業

務
の
効
率
化
に
よ
り
生
産

性
が
向
上
す
る
一
方
、
情

報
の
収
集
や
流
出
な
ど
倫

理
上
の
問
題
が
浮
上
し
て

い
る
。
簡
単
な
言
葉
の
入

力
に
よ
り
作
曲
か
ら
作
画

や
動
画
、
詩
作
、
論
文
、

報
告
書
な
ど
を
「
き
れ
い

に
」
作
成
し
て
く
れ
る
優

れ
も
の
で
あ
る
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は

「
わ
か
り
や
す
い
文
章
の
書

き
方
」
で
あ
る
。
新
聞
記

者
生
活
30
年
を
含
め
た
55

年
の
執
筆
活
動
か
ら
得
た

書
き
方
レ
シ
ピ
集
だ
。
80

余
年
を
生
き
て
き
た
証
と

し
て
後
世
へ
遺
し
て
お
き

た
い
と
い
う
。
確
か
に
一

味
違
う
。
多
く
の
人
の
手

元
に
長
ら
く
置
い
て
お
き

た
い
稀
有
な
書
で
あ
る
。

　
「
わ
か
り
や
す
い
文
章
」

と
は
「
自
分
の
言
い
た
い

こ
と
や
主
張
し
た
い
こ
と

を
明
確
・
正
確
・
的
確

（
端
的
）
に
相
手
に
伝
え

る
こ
と
が
で
き
る
文
章
の

こ
と
で
あ
る
」
と
定
義
。

わ
か
り
や
す
く
書
く
こ
と

は「
才
能
で
は
な
く
技
術
」

で
あ
る
。
技
術
で
あ
る
か

ら
「
学
習
と
伝
達
が
可
能

で
あ
り
、
訓
練
に
よ
っ
て

誰
で
も
習
得
で
き
る
」
と

本
書
の
意
義
を
説
く
。
巻

末
の
業
界
専
門
紙
で
掲
載

さ
れ
た
コ
ラ
ム
「
私
の
文

箱
」（
27
回
分
）
は
実
践

編
と
し
て
お
手
本
に
な

る
。

　

内
容
は
「
文
章
上
達
の

心
構
え
」「
文
書
作
法
を

心
得
よ
う
」
な
ど
か
ら

「
べ
か
ら
ず
集
」「
表
記
法
」 「

よ
り
上
級
の
文
章
を
書

こ
う
」
と
続
き
、「
原
稿

用
紙
の
書
き
方
」
や
「
送

り
仮
名
の
付
け
方
」
な
ど

の
７
章
構
成
。
類
書
と
の

違
い
は
読
み
や
す
い
配
列

と
心
憎
い
気
配
り
だ
。
例

え
ば
、
概
要
を
示
す
「
ポ

イ
ン
ト
」
や
著
名
作
家
の

「
引
用
」、
著
者
の
考
え
方

を
示
す
「
要
点
」
に
加
え
、

「
ち
ょ
っ
と
一
息
」
は
か

つ
て
テ
レ
ビ
番
組
の
「
ト

リ
ビ
ア
の
泉
」
的
で
楽
し

め
る
。

　
「
文
章
上
達
の
極
意
」

に
つ
い
て
、
著
者
は
冒
頭

で
「
文
は
人
な
り
」
と
断

じ
る
。「
文
章
に
は
書
き

手
の
人
と
な
り
が
現
れ

る
」「
６
割
の
人
生
観
と

４
割
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
」「
日

ご
ろ
か
ら
内
面
を
豊
か
に

す
る
努
力
を
し
よ
う
」
な

ど
の
心
得
は
文
章
の
血
肉

に
な
る
と
こ
ろ
だ
。
そ
し

て
、
文
章
を
書
く
と
い
う

こ
と
は
「
人
生
修
行
の
よ

う
に
感
じ
て
し
ま
う
」
と

い
う
。
と
も
か
く
「
多
く

読
み
、
多
く
作
り
、
多
く

推
敲
す
る
」
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
。

　

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
は
膨

大
な
ネ
ッ
ト
上
の
デ
ー
タ

を
か
き
集
め
て
答
え
る
仕

組
み
で
あ
る
。
常
識
的
な

模
範
解
答
が
多
く
個
性
の

な
い
無
機
質
さ
を
感
じ

る
。
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

で
は
誰
が
文
書
を
書
い

た
（
回
答
し
た
）
の
か
分

か
ら
な
い
。
人
間
と
機
械

を
分
け
る
差
は
何
だ
ろ
う

か
。
人
間
ら
し
く
考
え
癖

を
つ
け
な
け
れ
ば
人
格
や

個
性
（
才
能
）
は
発
揮
で

き
な
い
。
書
く
こ
と
は
考

え
る
こ
と
で
も
あ
る
。

（
石
河
亮
平
）

　

ガ
リ
ー
ナ
・
シ
ェ
フ

ツ
ォ
バ
氏
編
訳
「
紅
色
の

陽　

キ
ー
ウ
俳
句
ク
ラ

ブ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
中

の
俳
句
」（
ド
ニ
エ
プ
ル

出
版
）
を
手
に
し
て
、
石

田
波
郷
の
「
焦
土
諷
詠
」

の
《
は
こ
べ
ら
や
焦
土
の

い
ろ
の
雀
ど
も
》
を
思
い

お
こ
し
た
。

　

波
郷
が
詠
じ
た
東
京
の

焼
け
野
が
原
は
戦
後
の
状

態
で
あ
り
、
こ
ち
ら
は
ロ

シ
ア
と
の
交
戦
中
の
状
況

と
い
う
違
い
は
あ
る
。
だ

が
両
者
に
共
通
し
て
い
る

の
は
、
敵
対
国
の
英
米
や

ロ
シ
ア
に
対
す
る
憤
怒
・

憎
悪
が
、
予
想
し
た
と
お

り
直
截
に
は
表
れ
て
い
な

い
こ
と
だ
。

　

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
の
悲
弦
を
震
わ

し
つ
づ
け
る
焦
土
に
接
し

て
さ
え
《
瓦
礫
の
上
に
／

ア
マ
ツ
バ
メ
の
叫
び
／
風

が
届
け
て
く
れ
る
か
？
》

（
カ
テ
リ
ー
ナ
・
ビ
ス
ト

ロ
ワ
）、《
夏
緑
／
カ
ー

キ
色
の
錆
に
／
か
く
れ

ん
ぼ
》（
マ
リ
ー
ナ
・
ラ

ド
ヴ
ェ
リ
ュ
ー

ク
）
な
ど
、
風

情
を
感
じ
て
も

お
か
し
く
な
い

作
柄
も
あ
る
。

ま
た
爆
撃
や
虐

殺
の
惨
禍
を
詠
ん
で
も
、

そ
の
悲
傷
は
昇
華
さ
れ
て

お
り
、
人
に
よ
っ
て
は
相

当
、
宗
教
性
を
帯
び
て
い

る
と
鑑
賞
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
―
《
４
週
間
／
死

者
の
手
の
ひ
ら
／
天
に
開

く
》（
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・

ク
ブ
コ
）、《
無
間
の
原
／

今
年
は
特
に
赤
い
／
彼
岸

花
》（
ガ
リ
ー
ナ
・
シ
ェ

フ
ツ
ォ
バ
）。

　

比
較
的
そ
の
心
情
面
が

出
て
い
る
の
は
《
戦
場
に

／
家
な
き
牛
の
／
哀
し
き

目
》（
セ
ル
ヒ
イ
・
べ
リ
ン

ス
キ
）
と
家
畜
に
仮
託
さ

れ
た
も
の
だ
っ
た
り
、《
瓦

礫
よ
り
／
聖
ニ
コ
ラ
イ
の

／
目
の
寂
し
》（
カ
テ
リ
ー

ナ
・
ビ
ス
ト
ロ
ワ
）
と
聖

人
へ
の
失
望
感
の
表
明

だ
っ
た
り
す
る
も
の
く
ら

い
で
は
な
い
か
、《
極
限
状

態
》
で
《
悪
夢
の
よ
う
な

試
練
に
さ
ら
さ
れ
》（「
ま

え
が
き
」）
な
が
ら
も
。

　

そ
れ
は
俳
句
の
特
性
、

い
わ
ば
功
能
だ
と
言
え
よ

う
。

　

私
は
、
詠
む
こ
と
自
体

が
カ
タ
ル
シ
ス
で
あ
り
、

そ
の
行
為
を
通
じ
て
世
界

も
詠
み
手
も
詩
化
さ
れ
、

異
化
さ
れ
る
か
ら
だ
と
考

え
る
―
芭
蕉
（
蕉
風
）
論

で
の
用
語
を
拝
借
し
て
、

こ
れ
を
「
虚
」
と
称
し
て

お
こ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ

を
支
え
る
技
法
と
し
て
、

季
語
と
取
り
合
わ
せ
と
い

う
作
句
の
契
機
に
留
意
し

た
い
。

　

詠
出
す
る
者
は
、
季
語

な
い
し
季
語
的
な
る
も
の

に
よ
っ
て
そ
の
意
識
が
お

の
ず
と
景
物
・
風
物
に
向

か
い
、
写
実
で
は
な
く
写

生
的
な
、
そ
れ
も
詩
化
さ

れ
て
「
創
」
生
的
な
表
現

に
導
か
れ
る
の
だ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
短
い
フ
レ
ー
ズ

で
な
る
も
の
が
、
私
情
や

主
義
・
主
観
に
閉
じ
こ

も
っ
て
し
ま
わ
ず
「
虚
」

的
に
、
作
品
と
し
て
立
ち

あ
ら
わ
れ
る
の
だ
。
そ
れ

を
押
し
す
す
め
る
の
が
、

取
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
鑑

賞
者
に
は
、
俳
人
の
意
想

を
超
え
た
広
が
り
や
余
韻

を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の

だ
。
結
果
、
句
は
作
る
と

い
う
よ
り
授
か
る
と
い
う

ケ
ー
ス
に
恵
ま
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

こ
の
時
、
注
目
す
べ
き

は
俳
句
の
本
場
に
生
き
る

我
わ
れ
が
感
じ
る
、
俳
味

的
と
言
っ
て
差
し
支
え
な

い
視
点
を
芽
生
え
さ
せ
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
―
《
卯
月
／
海
か
ら
遠

い
／
フ
ァ
サ
ー
ド
の
船
》

（
ガ
リ
ー
ナ
・
シ
ェ
フ
ツ
ォ

バ
）、《
包
囲
を
耐
え
る
／

古
の
要
塞
／
古
の
落
ち

葉
》（
同
）、《
放
棄
さ
れ

た
家
で
／
花
が
窓
の
そ
ば

に
／
置
か
れ
て
い
る
》（
オ

レ
ー
ナ
・
ゴ
ル
ビ
ク
）、《
遠

い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
／

タ
ン
ポ
ポ
が
／
風
に
吹
か

れ
て
》（
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・

ク
ブ
コ
）

　

こ
の
二
句
目
の
中
句
：

《
古
》
と
吟
じ
ら
れ
た
折
、

作
者
は
句
想
を
授
か
り
、

韻
を
踏
み
つ
つ
往
昔
か
ら

の
《
落
ち
葉
》
を
「
創
」

生
し
た
。
創
る
否
や
古
戦

場
の
《
要
塞
》
は
異
化
さ

れ
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
誇

る
歴
史
を
漂
わ
せ
、
俳
人

は
そ
の
場
に
、
大
国
の
攻

撃
に
耐
え
て
い
る
自
身
と

重
ね
あ
わ
せ
て
「
実
」
に

遊
ぶ
の
だ
。

　

四
句
目
の
上
句
：《
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
》
は

寥
々
と
し
て
《
遠
い
》。

し
か
し
、そ
の
遠
さ
は《
風

に
吹
か
れ
て
》
来
た
《
タ

ン
ポ
ポ
》
を
取
り
あ
わ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
詠
み

手
の
心
情
を
一
気
に
詩
化

し
、
作
品
化
す
る
わ
け
で

あ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
句
集
の
特

徴
と
思
し
き
こ
と
は
、
戦

禍
に
よ
る
寂
寥
感
に
制
さ

れ
た
よ
う
な
喪
失
感
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
、
な
る
ほ

ど
取
り
合
わ
せ
の
妙
だ
と

感
心
さ
せ
ら
れ
る
作
り

は
、
胸
に
刺
さ
る
よ
う
な

不
在
感
を
醸
し
だ
し
て
い

る
。
上
記
の
《
放
棄
さ
れ

た
家
で
》
の
句
の
ほ
か
に

も
―
《
空
き
幼
稚
園
／
他

郷
に
あ
る
／
虹
の
果
て
》

（
ア
ナ
ス
タ
シ
ア
・
ク
ブ

コ
）、《
無
人
の
町
／
コ
ー

ヒ
ー
の
／
金
属
の
味
》（
ガ

リ
ー
ナ
・
シ
ェ
フ
ツ
ォ

バ
）、《
見
捨
て
ら
れ
た
空

／
子
供
な
し
の
／
ブ
ラ
ン

コ
の
鳴
き
声
》（
オ
ク
サ

ナ
・
ク
ラ
シ
ッ
チ
）。

　

と
ま
ど
っ
た
の
は
、
オ

レ
ー
ナ
・
ゴ
ル
ビ
ク
さ
ん

の
《
オ
モ
チ
ャ
が
逃
げ
る

／
存
在
し
な
い
／
家
か

ら
》
で
あ
る
。
無
差
別
攻

撃
で
親
を
亡
く
し
た
孤
児

た
ち
を
、
ロ
シ
ア
人
化
す

べ
く
そ
の
故
郷
か
ら
連
れ

さ
っ
て
い
く
と
い
う
非
道

さ
に
《
オ
モ
チ
ャ
〔
も
〕

逃
げ
》だ
す
の
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
と
も
、
胸
が
抉え

ぐ
ら
れ

る
ほ
ど
の
不
在
が
現
実
界

の
み
な
ら
ず
異
界
を
も
浸

食
し
は
じ
め
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。
も
は
や
異
界
で

な
く
て
は
、
詩
人
も
古
代

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
神
が
み
も

住
め
（
澄
め
）
な
い
か
も

し
れ
な
い
の
に
。

　

と
こ
ろ
で
、
か
ね
て
海

外
の
ハ
イ
ク
は
三
行
に
分

け
て
し
た
た
め
る
の
が
通

例
に
な
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
そ
の
表
現
法
は
非
常

に
効
果
的
だ
と
思
量
す

る
。
そ
こ
に
文
芸
的
価
値

を
有
し
た
余
白
を
積
極
的

に
生
じ
さ
せ
、
韻
律
に
匹

敵
す
る
訴
求
力
を
擁
し
て

短
詩
を
魅
力
的
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。
今
の

《
コ
ー
ヒ
ー
》
に
し
ろ
《
金

属
の
味
》
に
し
ろ
、
散
文

的
な
香
り
や
味
し
か
な
い

語
句
が
作
品
内
存
在
と
し

て
現
前
す
る
の
だ
ろ
う
、

同
時
に
、
戦
時
下
に
あ
り

な
が
ら
「
虚
」
で
あ
る
だ

け
一
層
真
剣
に
詩
作
し
て

い
る
俳
人
も
居
あ
わ
せ

て
。―
人
は
異
化
さ
れ
て
、

実
存
す
る
の
だ
。

定価550円（税込み）

新 刊 案 内

（
注
１
）
チ
ク
マ
秀
版

社
、
平
成
十
二
年

（
注
２
）
視
点
は
変
わ

る
が
、こ
こ
で
も
私
は
、

内
田
樹
氏
の
勧
め
を
参

考
の
た
め
紹
介
し
て
お

き
た
い
。

　
《「
一
気
に
読
ま
せ
る

も
の
」
で
は
、
一
行
目

で
い
き
な
り
書
き
手
が

も
う
耳
元
に
い
る
。え
、

い
つ
の
ま
に
…
と
い
う

く
ら
い
み
ご
と
に
「
間

合
い
を
切
っ
て
」
い

る
》（「
街
場
の
読
書

論
」）
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ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震

緊
急
募
金
受
付
中

　

動
画
の
送
り
主
か
ら
夕
食
の
誘
い
が
あ
っ
た
の

で
、
シ
ャ
ン
パ
ン
を
持
っ
て
訪
問
し
た
。

　

部
屋
に
入
る
な
り
、
ア
レ
ク
セ
イ
は
「
悪
い
こ
と

を
し
た
ね
。
す
ま
な
か
っ
た
」
と
言
い
な
が
ら
ハ

グ
し
て
き
た
。
髭
を
は
や
し
て
い
い
歳
を
し
て
い

る
が
、
ベ
ビ
ー
フ
ェ
イ
ス
な
の
で
、
何
を
言
っ
て

も
何
を
し
て
も
憎
め
な
い
。眉
毛
を
へ
の
字
に
し
て
、

「
よ
く
来
て
く
れ
た
」
と
繰
り
返
す
。
根
っ
か
ら
の

人
た
ら
し
だ
。

　

ボ
ル
シ
チ
の
い
い
香
り
が
す
る
キ
ッ
チ
ン
か
ら

妻
の
ア
ー
ニ
ャ
が
出
て
く
る
。「
い
つ
見
て
も
綺

麗
で
す
ね
」
と
本
音
で
挨
拶
す
る
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
雑
誌
か
ら
飛
び
出
し
た
よ
う
な
美
女
と
は
彼
女

の
こ
と
を
言
う
。
ふ
く
よ
か
な
胸
が
エ
プ
ロ
ン
か

ら
は
み
出
し
て
い
る
。

　

私
の
視
線
に
気
付
い
た
の
だ
ろ
う
、
ア
レ
ク
セ

イ
が
そ
の
胸
を
つ
つ
き
な
が
ら
「
も
っ
と
大
き
な

エ
プ
ロ
ン
が
い
る
だ
ろ
う
」
と
お
ど
け
て
見
せ
る
。

　

妻
は
笑
い
な
が
ら
自
分
で
も
エ
プ
ロ
ン
を
両
手

で
引
っ
張
り
な
が
ら

が
、「
あ
な
た
に
愛

さ
れ
て
い
る
か
ら
、

私
の
胸
は
ま
だ
ま
だ

成
長
す
る
わ
よ
」
と

ひ
ょ
う
き
ん
な
表
情

を
見
せ
る
。

　

美
男
美
女
の
こ
の

ふ
た
り
と
い
る
と
、

戦
時
下
で
あ
っ
て
も

ど
こ
か
ほ
っ
と
し
た

気
持
ち
に
な
る
。

　

テ
ー
ブ
ル
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ブ
入
り
の

サ
マ
ゴ
ン
で
乾
杯
。

　
「
ア
レ
ク
セ
イ
が
悪
ふ
ざ
け
し
す
ぎ
て
、
ご
め

ん
な
さ
い
ね
」

　

ア
ー
ニ
ャ
の
気
遣
い
が
嬉
し
く
、
サ
マ
ゴ
ン
を

一
気
に
何
杯
も
飲
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

ボ
ル
シ
チ
を
頬
張
り
な
が
ら
冗
談
を
重
ね
て
い

た
が
、
や
が
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
況
に
話
は
及
ん

だ
。

　

ロ
シ
ア
に
よ
る
キ
ー
ウ
侵
攻
か
ら
１
年
間
、
耐

え
に
耐
え
て
き
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
。
戦
力
の
差
を
考

え
る
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
３
日
で
負
け
る
と
世
界

が
見
て
い
た
。
そ
れ
な
の
に
、
勝
っ
て
い
る
。
こ

れ
は
奇
跡
の
中
の
奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
な

い
。

　

こ
れ
ま
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
歌
い
な
が
ら
自
ら

を
鼓
舞
し
て
戦
っ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
こ
こ

に
き
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
歌
わ
な
く
な
っ
た
。
そ

れ
は
な
ぜ
な
の
か
。
ア
レ
ク
セ
イ
も
ア
ー
ニ
ャ
も

首
を
か
し
げ
る
。

連載小説連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
218

歌わなくなったウクライナ人

ウクライナ

2023年5月14日（日）

※中学生以下のお子様のご入場はご遠慮願います ※車椅子でお越しの方は事前にご連絡をお願いします

プリズムホールで初めてのビアフェス！
ドイツで開催される世界最大のビールのお祭り「オクトーバーフェスト」のために醸造された
ドイツ政府公認のブリュワリー〈PAULANER（パウラーナー）〉のビールをお楽しみください。

■会場　プリズムホール（八尾市文化会館）1階　エントランスロビー光のプラザ（ビアフェス）

　近鉄大阪線八尾駅下車東へ徒歩５分、大阪府八尾市光町2-40　（月曜休館）

開催時間　15：00～ 21：00

山下洋輔×須川展也スペシャルデュオリサイタル企画山下洋輔×須川展也スペシャルデュオリサイタル企画山下洋輔×須川展也スペシャルデュオリサイタル企画

プリズム ドイツビアフェスプリズム ドイツビアフェスプリズム ドイツビアフェス

【MENU】300ml　1,100円　500ml　1,500円　約270ml×4種の飲み比べセット1,900円

─キミたちに届けたい　このライブ、人生の必修科目

コンサートチケットと同時にビアフェス前売券を購入されると100円割引！

プリズムホール　大ホール　（山下洋輔×須川展也スペシャルデュオリサイタル）

山下洋輔×須川展也スペシャルデュオリサイタル同日開催！！

14:00開演14:00開演

ま
ざ
ま
な
音
は
、
み
な

自
ら
の
形
が
選
び
と
っ

た
も
の
で
あ
る
。
す
る

と
怒
り
く
る
い
喚わ

め

き

ち
ら
し
て
い
る
も
の

は
、
自
分
な
の
か
、
他

の
誰
か
な
の
か
分
か
ら

な
い
。
大だ

い

知ち

は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
、
小し

ょ
う

知ち

は
こ

せ
こ
せ
と
し
て
い
る
。

大た
い

言げ
ん

は
燃
え
さ
か
る
炎

の
よ
う
で
、
小し

ょ
う

言げ
ん

は
ぺ

ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
お
し
ゃ

べ
り
だ
。
人
は
眠
れ
ば

魂
が
浮
游
し
て
ぬ
け
だ

し
、
他
の
魂
と
交
わ
っ

て
は
、
お
し
ゃ
べ
り
を

す
る
。
目
覚
め
れ
ば
目

覚
め
た
で
、
耳
・
目
・

鼻
・
口
な
ど
が
働
い

て
、
人
び
と
と

接
し
て
は
事
を

構
え
、日
々
、心
は
闘
っ

て
い
る
。
そ
の
闘
い
方

に
は
、
じ
わ
じ
わ
と
し

た
も
の
が
あ
り
、
地
中

に
穴
を
ほ
っ
た
よ
う
な

も
の
が
あ
り
、
密ひ

そ

や
か

な
も
の
も
あ
る
。
小し

ょ
う

恐き
ょ
う

は
、
び
く
び
く
し
て
恐

　
「
た
だ
私
に
は
天て

ん

籟ら
い

が
分
か
り
ま
せ
ぬ
。天

籟
と
は
何
で
し
ょ
う
か
」

　

子
綦
は
言
っ
た
。

　
「
さ
ま
ざ
ま
な
竅あ

な

や

穴
を
吹
い
て
、
自
ら
発

し
た
音
の
よ
う
に
感
じ

さ
せ
る
も
の
。
そ
れ
こ

そ
が
天
籟
で
あ
る
。
さ

ろ
し
く
、
大だ

い

恐き
ょ
う

は
じ
ん

わ
り
と
恐
ろ
し
い
。

　
『
弩

い
し
ゆ
み

の
引
き
金
を
引

き
矢
が
放
た
れ
る
か
の

よ
う
に
す
ば
や
い
』
と

い
う
の
は
、
人
び
と
が

是
と
非
を
す
ぐ
に
決
め

つ
け
て
し
ま
う
こ
と
を

言
う
。

　
『
盟
約
を
成
し
た
か

の
よ
う
に
、
じ
っ
と
動

か
な
い
』と
い
う
の
は
、

人
び
と
が
じ
っ
と
勝
ち

を
守
ろ
う
と
す
る
こ
と

を
言
う
。

　

自
ら
深
み
に
は
ま
り

溺
れ
て
い
く
も
の
を
、

岸
辺
に
呼
び
戻
そ
う
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
あ
る
。
心
が
お
お

わ
れ
て
が
ん
じ
が
ら
め

に
縛
ら
れ
て
い
る
人

は
、
老
い
て
ま
す
ま
す

道
を
踏
み
は
ず
し
て
い

く
の
で
あ
る
」

　
※
眠
っ
て
い
る
間
に

魂
が
浮
游
し
て
他
の
魂

と
交
わ
っ
て
お
し
ゃ
べ

り
す
る
と
み
え
る
。
古

代
の
夢
は
魂
の
浮
游
と

邂
逅
で
あ
っ
た
と
分
か

る
。
天
籟
の
説
明
は
さ

ら
に
続
く
。

真
宰
そ
の
三

近
鉄
文
化
サ
ロ
ン
上
本
町

で「
荘
子
を
読
む
」開
講
中

大
阪
府
立
大
学
名
誉
教
授

立
命
館
大
学
教
授

大
形
　
徹

荘
子
と
語
る

荘
子
と
語
る    

三
十
三

三
十
三

鎮
魂
と
方
針
転
換
。
３
年

間
ず
っ
と
言
っ
て
き
た
け

ど
も
全
く
届
か
な
い
。
半

年
前
に
同
じ
厚
生
労
働
委

員
会
で
僕
も
質
問
し
た
け

ど
回
答
は
な
い
。

　

つ
ま
り
ワ
ク
チ
ン
ヤ
コ

ブ
に
関
し
て
は
半

年
間
無
言
を
続

け
て
い
る
。
で

も
、
僕
た
ち
は
絶

望
し
て
い
る
余
裕

は
な
い
。
少
し
で

も
い
い
方
向
に
な

る
よ
う
力
を
合
わ

せ
て
頑
張
る
し
か

な
い
。
ホ
ン
マ
え

ら
い
こ
っ
ち
ゃ
で

す
。

　

当
院
の
外
来
事

務
12
人
全
員
と
会

食
を
し
た
。
嬉
し

か
っ
た
。
４
月
25

日
の
尾
崎
豊
ト
リ

ビ
ュ
ー
ト
ラ
イ
ブ

の
申
し
込
み
が
現

時
点
で
伸
び
悩
ん

で
い
る
。
尾
崎
を

リ
ス
ペ
ク
ト
す
る

５
人
の
プ
ロ
シ
ン
ガ
ー
の

共
演
。
正
直
凄
い
二
度
と

見
ら
れ
な
い
シ
ョ
ー
な
の

で
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
。

　

来
て
い
た
だ
い
て
絶
対

に
損
は
な
い
ラ
イ
ブ
。
僕

も
少
し
歌
い
ま
す
。
こ
れ

は
小
さ
な
声
で
。

長尾クリニック名誉院長・医学博士  長尾和宏

大声でつぶやく

けったいな町医者けったいな町医者
1818

ん
な
ん
で
い
い
で

し
ょ
う
か
。
ワ
ク

チ
ン
で
た
く
さ
ん

の
命
を
奪
っ
て
お

き
な
が
ら
無
言
で

ス
ル
ー
。
無
政
府

状
態
が
続
く
。
政

治
も
行
政
も
機

能
し
て
い
な

い
。
医
学
も
医

療
も
だ
け
ど
。

こ
れ
か
ら
10
年

間
。
お
そ
ら

く
。
①
緩
徐
進

行
型
の
ヤ
コ
ブ

が
出
て
く
る
、

②
急
速
進
行
型

認
知
症
の
中
に

あ
る
見
逃
さ
れ

た
ヤ
コ
ブ
が
増

え
る
、
③
パ
ー

キ
ン
ソ
ン
病
や

Ａ
Ｌ
Ｓ
な
ど
の

神
経
難
病
が
増

え
る
。
要
は
短

期
的
に
は
、
血

栓
症
、
中
期
的

に
は
自
己
免
疫

疾
患
、
長
期
的

に
は
、
中
枢
神
経
系
や
が

ん
が
増
え
る
の
で
は
な
い

か
。
既
に
増
加
。
も
う
確

定
し
た
超
過
死
亡
30
万
人

の
理
由
を
ど
う
分
析
す
る

の
か
。
多
分
こ
れ
も
は
ぐ

ら
か
し
と
無
言
だ
ろ
う
。

僕
た
ち
が
今
や
る
べ
き
は

　

ワ
ク
チ
ン
で
ヤ
コ
ブ
に

な
る
人
が
い
る
の
か
。
逆

転
写
さ
れ
る
の
か
。
成
分

を
調
べ
な
い
の
か
。
３
月

30
日
の
参
議
院
の
厚
生
労

働
委
員
会
で
川
田
龍
平
議

員
が
質
問
を
し
た
。
①
ワ

ク
チ
ン
ヤ
コ
ブ
が
あ
る
の

か
な
い
の
か
、
②
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
逆
転
写
す
る
の
か
し
な

い
の
か
、
③
ワ
ク
チ
ン
の

成
分
を
調
べ
る
の
か
調
べ

な
い
の
か
。
回
答
は
、
は

ぐ
ら
か
し
と
無
言
。
こ

夢のなかで魂
が会っている
ようす
明清戯曲版画
還魂記より

　

桜
は
が
ん
患
者
に
と
っ

て
特
別
な
意
味
を
持
つ
。

「
来
年
も
一
緒
に
桜
を
見

よ
う
ね
」
と
言
っ
て
、
家

族
は
患
者
を
励
ま
す
こ
と

が
多
い
か
ら
だ
。

　

当
日
、
予
定
し
て
い
た

３
組
の
う
ち
２
組
の
患
者

が
体
調
不
良
の
た
め
に
来

る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
谷

さ
ん
家
族
１
組
の
お
花
見

写
真
撮
影
会
と
な
っ
た
。

が
ん
患
者
の
西
谷
み
え
子

さ
ん
（
74
）、
長
男
の
西

谷
泰
亮
さ
ん
（
46
）、
孫

の
増
田
桃
香
さ
ん
（
19
）

が
桜
の
下
で
撮
影
し
、
そ

の
後
お
花
見
を
し
な
が
ら

ス
イ
ー
ツ
と

サ
ン
ド
イ
ッ

チ
を
味
わ
っ

た
。

　
「
こ
の
日

を
励
み
に
が

ん
ば
っ
て
き

ま
し
た
。
来

年
も
家
族
で

お
花
見
を
楽

し
み
た
い
と

思
い
ま
す
」

と
西
谷
み
え

子
さ
ん
は
微

笑
ん
だ
。

　

酒
井
代
表
理
事
と
西
谷

さ
ん
家
族
の
縁
は
短
編
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

「
が
ん
家
族
」（
２
０
２
１

年
）
だ
。
酒
井
代
表
理
事

が
監
督
・
撮
影
・
編
集
を

行
い
、
完
成
後
関
西
を
中

心
に
各
地
で
上
映
。
こ
の

作
品
に
西
谷
さ
ん
家
族
が

出
演
し
た
。

　

西
谷
泰
亮
さ
ん
は
父
西

谷
弘
さ
ん
（
故
人
）
の
跡

を
継
ぎ
、
う
な
ぎ
づ
く
し

「
ご
か
せ
川
」（
八
尾
市
太

田
新
町
５
―
１
１
４
、
☎

０
７
２
―
９
４
９
―
９
２

４
６
）
を
経
営
す
る
。
宮

崎
県
出
身
の
父
が
故
郷
の

五
ケ
瀬
川
を
屋
号
に
し

た
。30

歳
で
社

長
を
引
き
継

い
だ
西
谷
泰

亮
さ
ん
だ

が
、
次
々
と

苦
難
が
立
ち

は
だ
か
る
。

先
代
か
ら
の

借
金
返
済
が

終
わ
っ
た
か

と
思
う
と
、

２
０
１
４
年

２
月
に
店
舗

が
火
事
に
。

西
谷
さ
ん
の
前
向
き
な
姿

勢
と
ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で

「
土
用
の
丑
の
日
」
の
３

日
前
、
７
月
26
日
に
新
し

い
店
が
完
成
し
た
。
新
し

い
店
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

し
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
ゆ
っ
く
り
う
な
ぎ
を

味
わ
え
る
よ
う
に
し
た
。

　

西
谷
さ
ん
は
食
文
化
の

次
世
代
へ
の
継
承
に
力
を

入
れ
始
め
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
で
我
々
の
生
活
ス
タ
イ

ル
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。

し
か
し
、
変
わ
っ
て
い
い

も
の
と
変
え
て
は
い
け
な

い
も
の
が
あ
る
と
西
谷
さ

ん
は
力
説
す
る
。
う
な
ぎ

屋
が
１
軒
で
も
増
え
て
欲

し
い
と
願
い
、
技
術
の
継

承
方
法
や
新
し
い
養
殖
に

つ
い
て
研
究
を
重
ね
て
い

る
。

　

自
転
車
を
使
っ
て
移
動

を
も
っ
と
ス
ム
ー
ズ
に
！

　

ア
プ
リ
で
簡
単
に
利
用

可
能
な
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｙ
Ｃ
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
が
八
尾
市
に
登

場
す
る
。
通
勤
・
通
学
、

観
光
や
日
常
の
買
い
物
と

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ

せ
、
様
々
な
シ
ー
ン
で
気

軽
に
活
用
で
き
そ
う
だ
。

　

好
き
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

自
転
車
を
借
り
、
好
き
な

時
間
利
用
し
、
好
き
な
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
返
却
で
き

る
。
借
り
た
場
所
と
返
す

場
所
が
違
っ
て
も
Ｏ
Ｋ
、

つ
ま
り
レ
ン
タ
カ
ー
で
い

う
ワ
ン
ウ
ェ
イ
（
乗
り
捨

て
）
が
可
能
。

　

数
多
く
の
歴
史
、
自
然

を
感
じ
る
見
ど
こ
ろ
が
た

く
さ
ん
あ
る
八
尾
市
。
電

車
や
バ
ス
で
は
行
き
辛

か
っ
た
と
こ
ろ
に
は
も
っ

て
こ
い
の
サ
ー
ビ
ス
。
利

用
料
金
も
最
初
の
30
分
が

１
３
０
円
で
、
以
降
15
分

ご
と
に
１
０
０
円
、
12
時

間
で
最
大
１
、
８
０
０
円

な
の
で
負
担
も
軽
い
。
自

転
車
に
は
大
き
な
カ
ゴ
が

付
い
て
い
る
タ
イ
プ
も
あ

る
の
で
、
買
い
物
帰
り
に

ち
ょ
っ
と
利
用
と
い
う
こ

と
も
で
き
そ
う
だ
。

　

利
用
方
法
は
専
用
ア
プ

リ
「
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｙ

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」
で
予
約
や

決
済
を
行
う
。
八
尾
だ
け

で
な
く
全
国
で
利
用
で
き

る
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、
体
を

動
か
す
た
め
に
自
転
車
で

少
し
遠
出
し
て
み
よ
う
と

い
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
感
覚
か

ら
、
最
終
電
車
を
逃
し
そ

う
だ
、
自
転
車
で
と
い
う

時
に
も
役
に
立
つ
。

　

街
乗
り
か
ら
観
光
ま

で
、
い
つ
で
も
予
約
し
て

好
き
な
時
に
自
転
車
を
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
と
い
う
こ

と
だ
。

　

八
尾
市
内
の
サ
イ
ク
ル

ポ
ー
ト
は
、
歴
史
民
俗
資

料
館
、
心
合
寺
山
古
墳
、

大
畑
山
青
少
年
野
外
活
動

セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
、
総
合
体
育
館
、

志
紀
テ
ニ
ス
場
、
安
中
人

権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
桂
人
権
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
龍
華
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

大
正
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
志
紀
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
由
義
寺

跡
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

借
り
ら
れ
る
自
転
車
の
種

類
は
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転

車
も
あ
る
た
め
、
高
安
山

の
麓
「
や
ま
ん
ね
き
」
あ

た
り
の
山
道
で
も
利
用
で

き
そ
う
で
、
と
て
も
楽
し

み
だ
。

　

駅
周
辺
で
の
利
用
や
１

泊
利
用
、
長
時
間
利
用
に

便
利
な
定
額
利
用
も
可

能
。
会
社
が
社
員
の
通
勤

で
定
期
的
に
利
用
し
た
い

場
合
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
に

契
約
で
き
る
。

　

気
候
も
良
く
な
り
、
自

転
車
で
健
康
的
に
、
ま
た

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対
策
で
エ
コ
ロ

ジ
ー
に
、
八
尾
の
ま
ち
が

巡
れ
る
Ｈ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｃ

好
き
な
時
に
自
転
車
を
使
え
る

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
が
八
尾
市
に

今までよりもちょっと便利な毎
日になるシェアサイクル登場

専用アプリ「HELLO CYCLING」
で予約や決済を行う

Ｙ
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
。
今
度
の

休
日
、
ど
こ
に
行
こ
う
か

想
像
す
る
の
が
楽
し
く
な

り
そ
う
だ
。

（
北
方
円
）

　

春
に
な

り
、
チ
グ

サ
・
コ
レ

ク
シ
ョ
ン

（
伊
藤
千

草
代
表
）

の
活
動
が

活
発
に

な
っ
て
い

る
。

　

３
月
19

日
に
山
本

能
楽
堂
（
大
阪
市
中
央
区

徳
井
町
１
）
で
開
か
れ
た

日
本
舞
踊
扇
流
家
元
扇
梅

芳
の
会
に
出
演
し
、
着
物

ド
レ
ス
を
披
露
。
能
楽
堂

な
の
で
い
つ
も
の
14
セ
ン

チ
の
ヒ
ー
ル
を
脱
ぎ
捨

て
、
白
足
袋
を
履
い
て
の

初
ラ
ン
ウ
ェ
イ
と
な
っ

た
。

　

扇
の
使
い
方
を
家
元
か

ら
指
導
を
受
け
、
全
員
が

扇
を
持
っ
た
。

　

３
月
23
日
は
石
川
県
音

楽
堂
邦
楽
ホ
ー
ル
（
石
川

県
金
沢
市
昭
和
町
２
）
で

の
和
の
輪
文
化
公
演
会
に

出
演
し
た
。

　

今
回
は
、
初
の
男
性
モ

デ
ル
が
出
場
し
今
ま
で
と

は
違
う
演
出
・
構
成
と

な
っ
た
。
男
性
モ
デ
ル
の

ハ
ッ
ト
・
ネ
ク
タ
イ
は
丸

帯
か
ら
、
ベ
ス
ト
・
巻
き

ス
カ
ー
ト
は
着
物
地
か
ら

作
ら
れ
た
。

チ
グ
サ・コ
レ
ク
シ
ョ
ン
活
発
に
活
動

和の輪文化公演会が終わって（3月23日）

　

八
尾
を
中
心
に
が
ん
家
族
の
相
談
支
援
・
心
の
ケ
ア
・
病
院
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
一
般
社
団
法
人
Ｍ
ｏ
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
（
モ
ン
・
ア
ミ
）
＝

酒
井
た
え
代
表
理
事
＝
が
、
お
花
見
写
真
撮
影
会
を
３
月
30
日
に
日
蓮
宗
光

要
山
本
照
寺
（
八
尾
市
黒
谷
６
）
で
開
い
た
。
が
ん
患
者
と
共
に
生
き
る
家

族
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
。
喫
茶
香
留
檀
（
八
尾
市
北
本
町
２
）
が
春
の

ス
イ
ー
ツ
と
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
記
録
動
画
撮
影
は
Ｆ
Ｍ

ち
ゃ
お
（
八
尾
市
光
町
２
）
が
、
消
毒
ケ
ア
は
み
ぞ
ぐ
ち
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
八

尾
市
龍
華
町
１
）
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
。

がん患者に寄り添う酒井たえ代表理事左から西谷泰亮さん、西谷みえ子さん、増田桃香さん

西谷泰亮さん、ごかせ川の前で

うなぎづくし ごかせ川

西谷さん家族が参加
一般社団法人 Mon ami

がん患者と共に がん患者と共に お花見写真撮影会お花見写真撮影会

無政府状態 はぐらかしと無言
超過死亡30万人の理由
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